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“ミュージアム・リレー”10周年記念行事



「神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会」（1996
年 7 月発足）は、1997年10月から毎月 1回、持ち回
りで“ミュージアム・リレー”と名付けた連携活動
を行っています。それが、2007年 9 月 8 日の神奈川
県立生命の星・地球博物館の第120走（回）目の開
催で、満10周年を迎えました。
日本ミュージアム・マネージメント学会（JMMA）
関東支部及び実践部門は、同日午後から翌 9日にか
けて計画された「ミュージアム・エデュテインメン
ト〔博物館楽修〕」をメインテーマとした「“ミュー
ジアム・リレー”10周年記念行事」に共催しました
ので報告します。
JMMAは、これまでにも同第50走達成記念行事

（2001. 11. 22～23）及び第100走達成記念行事（2006.
1 . 14～15）を共催した他、“早春の箱根”にて「美
術館のCS戦略を学ぶ」（2003. 3 . 8 ～ 9 ）と題した
関東支部及び事業戦略部会とミュージアムショップ
部会の研修会場として、加盟館園施設を利用した実
績があります。
今回の行事は、神奈川県博物館協会ならびに神奈
川県立生命の星・地球博物館友の会の後援も得て、
WESKAMSの実行委員会が中心となり、加盟館園の
協力で行われました。
“ミュージアム・リレー”を含めた 2日間にわたる
行事には、JMMAとWESKAMSの会員をはじめ博物
館関係者、一般の方など延べ310名の方が参加され
ました。
次に、当日の“ミュージアム・リレー”と「10周
年記念行事」の概要を簡単に紹介します。詳しくは、
このページの後をご覧ください。

〇　2007年9月8日（土）10：00～11：30

第120走“ミュージアム・リレー”

（参加者数：72名）
第120走“ミュージアム・リレー”が神奈川県立

生命の星・地球博物館の講義室及び特別展示室で開
催されました。
まず初めに、十周年、第120走（回）目を記念し

て、斎藤靖二館長から星槎学園湘南校（神奈川県二
宮町）の参加されている生徒に「地球博物館オリジ
ナルノート」が手渡され（写真）、星槎学園湘南校か
らはお祝いの生花が贈呈されました。

次に、開催中の特別展「ナウマンゾウがいた！
～温暖期の神奈川～」について、担当の学芸員より
特別展を開催する経緯が、調査・研究から資料の収
集・整理保管、展示、教育・普及（学習支援）活動
へという博物館機能に基づいて紹介され、続いて特
別展を見学しました。
そして、第121走（2007. 10）の“ミュージアム・リ

レー”が予定されている箱根町立箱根湿生花園と彫
刻の森美術館（ 2館で開催）へと引き継がれました。
現在、第126走（2008. 3 ）まで企画されています。
ちなみに、第120走までの延べ参加者数は、星槎

学園湘南校の生徒さんが4, 290名、一般の方が3, 790
名、ミュージアム関係者が2,330名で、合計10, 410名
です。
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〈全体報告〉

日本ミュージアム・マネージメント学会
理事・関東支部幹事 奥野花代子

（神奈川県立生命の星・地球博物館／
神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会事務局）

特　集 JMMA関東支部および実践部門は、去る、2007年9月8日から9月9日にかけて開催

された神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会（WESKAMS）の“ミュージアム・リ

レー”10周年記念行事に共催したので紹介します。

生徒代表に記念品を手渡す斎藤館長

担当の奥野さん



〇　2007年9月8日（土）13：00～16：30

「10周年記念講演会」 （参加者数：150名）
「“ミュージアム・リレー”10周年記念講演会」は、
神奈川県立生命の星・地球博物館のシアターで行わ
れ、最初に、関係者の挨拶がありました（ 4ページ
から掲載）。
続いて、「ミュージアムの魅力～ミュージアムをよ

り楽しむために～」をテーマとして、「ミュージアム
におけるエンジョイメント」と題し、文部科学省生
涯学習政策局社会教育課の栗原祐司地域学習推進室
長、「学ばないこと・学ぶこと 博物館の魅力」と題
し、東京大学大学院教育学研究科・教育学部の鈴木
眞理准教授、「富士・箱根・伊豆の魅力とミュージア
ム」と題し、神奈川県立生命の星・地球博物館の斎
藤靖二館長の講演が行われました（ 8ページから掲
載）。

〇　2007年9月8日（土）17：30～19：30

「懇親夕食会」 （参加者数：63名）
10周年を記念した「懇親夕食会」は、箱根湯本富
士屋ホテルで開催されました。JMMAとWESKAMS
の会員及び博物館関係者のほか、小澤良明小田原市
長や山口昇士箱根町長のご臨席を賜り、祝辞も頂戴
しました。さらに、伊吹文明文部科学大臣・衆議院
議員や亀井善太郎衆議院議員、原義明西さがみ連邦
共和国観光交流推進協議会会長・小田原商工会議所
会頭からの祝電も披露されました。どの祝辞にも、
今後とも、地域ミュージアムが連携し、生涯学習や
地域文化の発展に寄与して欲しい、との期待が込め
られていました。
なお、乾杯のご発声はWESKAMSの旗をデザイン
された江戸民具街道の秋澤達雄館長が、閉会の挨拶
は本間寄木美術館の本間昇館長が行いました。

〇　2007年9月9日（日） 9：00～13：00

「10周年記念関連行事」 （参加者数：25名）
翌日は「“ミュージアム・リレー”10周年記念関
連行事」として、以下の行事が開催されました。
まず、宿泊先の湯本富士屋ホテルに近い「早雲寺」
の史跡見学会が行われ、早雲寺の千代田紹禎住職と
菅井清登実行委員長の解説・案内により、本堂の襖
絵をはじめ枯山水の庭、境内の石碑、石塔など、貴
重な文化財を拝観しました（18ページから掲載）。
次に、早雲寺から徒歩 5分ほどの「箱根町立郷土
資料館」に移動し、大和田公一館長から館の概要説
明と三つの道をテーマとした常設展示室及び企画展

「箱根彩景」の解説がありました（20ページに掲載）。
その後、同資料館の学習室にて、「ミュージアムか
らみた観光客誘致と歴史遺産」と題し、JMMA常任
理事及び事務局長の高橋信裕実践部門部会長の特別
講演が行われました。神奈川県西部地域には、自然
遺産とともに歴史的遺産が多くあり、ミュージアム
と結びつけて観光客誘致をはかる必要があるとの提
案がありました。その一例として、学生の研究発表
が紹介されました（21ページから掲載）。
そして、「箱根町への観光振興提案」と題し、慶応

大学湘南藤沢キャンパスの上山信一ゼミの学生さん
から事例が提案されました。
学生さんの新鮮な提案に参加者の意見や情報が交

換され、予定時間を過ぎて終了しました。

24ページから掲載されている参加者の感想のとお
り、2日間にわたる行事は、皆様のお陰で、充実し
た内容となりました。ここに記して、感謝の意を表
します。
併せて、僅かな時間の中で、講演要旨や感想等を

寄稿いただきました皆様、この記念行事にご尽力く
ださった実行委員会の皆様、掲載されています大部
分の写真を撮影、提供くださいました箱根写真美術
館さま及びこの報告の原稿のとりまとめにもかかわ
られました菅井実行委員長と小田原市郷土文化館の
大島慎一担当主査にも心から感謝申しあげます。
今回の記念行事は、「神奈川県西部地域ミュージア
ムズ連絡会会則」第 1条の「21世紀の本格的な生涯
学習時代に相応しい開かれたミュージアムのあり方
を、神奈川県西部地域のミュージアムが交流・情報
交換等を通じて探究し、相互の施設の発展と振興、
学術文化の進展に寄与するとともに、より一層の親
交を深めることを目的とする」をふまえ、さらにそ
れを超えて展開されました。
今後とも「神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡

会」および“ミュージアム・リレー”を中心とした
様々な活動に、なお一層のご支援とご協力をお願い
申しあげます。
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皆さん　今日は。実行委員長の菅井です。
神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会の10周年
記念講演会に、こんなに大勢の皆さんにお集まりい
ただき、開催できますことを大変うれしく、心より
感謝申しあげます。
さて、神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会に
ついて、少し説明させていただきます。連絡会は、
WEST  KANAGAWA  MUSEUMS 通称ウエスカムズ
と呼んでいます。
会長を置かない、会費もない、ゆるやかなつなが
りを持つ連絡会で、会員は、小田原・箱根を中心と
した博物館、美術館、植物園など、様々なジャンル
のミュージアム50館で構成されています。
このウエスカムズの活動の目玉が“ミュージアム・
リレー”です。毎月 1回、加盟館園持ち回りで実施
する巡回イベントで、展示解説や見学、体験学習な
ど多彩です。
記念すべき第 1回は、1997年10月神奈川県立生命
の星・地球博物館で開催され、以来、一回も欠ける
ことなく続けてきました。2006年 1 月には、箱根ガ
ラスの森でめでたく100回を達成することが出来、盛
大に「“ミュージアム・リレー”第100走達成記念行
事」を開催させていただきました。
そして、本日の神奈川県立生命の星・地球博物館
で、10周年、120走を迎えることが出来ました。
ここまで続けてこられましたのも、リレー参加の
一般の皆さんの温かいご支援、第 1回目から参加を
いただいている星槎学園湘南校さんの熱意、そして
加盟各館園やミュージアム関係者、事務局としてこ

の会を支えてくださっている神奈川県立生命の星・
地球博物館、皆さんのご支援があってこその10年で
あると、実行委員会として心より敬意を表します。

今回の10周年記念事業の執行に当たりましては、
「ミュージアムの魅力～ミュージアムをより楽しむた
めに～」を、テーマとした講演会を開催するわけで
すが、共催いただきました日本ミュージアム・マネ
ージメント学会関東支部並びに実践部門、神奈川県
立生命の星・地球博物館、後援いただきました神奈
川県博物館協会と生命の星・地球博物館友の会さん
には、まずもって、お礼申し上げます。
本日の講演につきましては、「ミュージアムにおけ

るエンジョインメント」と題して文部科学省の栗原
祐司先生に、「学ばないこと・学ぶこと 博物館の魅
力」と題して東京大学の鈴木眞理先生に、「富士箱根
伊豆の魅力について」と題して地球博物館の斉藤靖
二館長に、お話いただくことになっております。
お三方とも、「博物館を楽しむ達人」、「話題豊富」

とお聞きしておりますので、あっという間の 3時間、
ミュージアムの魅力を堪能できるのではないかと、
私も楽しみにしているところです。
“ミュージアム・リレー”10周年記念事業として
の講演会は、実行委員会として、精一杯知恵を絞っ
て企画しました。内容の濃い講演会が計画されたと、
確信しています。
“ミュージアム・リレー”はまだまだ続きます。も
うすでに、10月の第121走、箱根町立箱根湿生花園
と彫刻の森美術館にバトンタッチされており、更な
るネットワーク活動の充実に向け、加盟館園それぞ
れの努力が続けられていくことを確信しています。
本日ご参加の皆様には、今後とも、“ミュージア
ム・リレー”への一層のご支援を賜りますようお願
い申し上げ、開会の挨拶とさせていただきます。
ありがとうございました。
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“ミュージアム・リレー”
10周年記念講演会開会挨拶

WESKAMS協力者
実行委員長 菅井　清登

挨拶する菅井実行委員長 挨拶する倉本支部長



神奈川県西部地域ミュージ
アムズ連絡会は、神奈川県立
生命の星・地球博物館の開館
の翌年1996年 7 月、この指止
まれ方式で集まってくれた西
部地域の博物館園の皆さんに
よってできました。
翌年の1997年10月から連携・協調事業として、“ミ
ュージアム・リレー”と名付けた活動が実施されま
して、私がこの地球博物館を辞めた後も、青木淳一
前館長、斎藤靖二館長が引き継いでくださいました。
“ミュージアム・リレー”を続けてくださいましたこ
とに深く感謝しております。
とくに星槎学園湘南校の生徒さんが毎回参加して

くれさることが大きな力となっていると思います。
第 1回目のスタ－ト会場がこの神奈川県立生命の

星・地球博物館で、本日、午前中の第120走目もこ
ちらでの開催で、満10周年を迎えることができまし
た。非常に喜ばしいことです。
これまでにも“ミュージアム・リレー”第50走及

び第100走達成記念行事が「ミュージアム・エデユ
テインメント」（博物館楽修）を基本テ－マに開催さ
れてきましたが、この言葉は「エデユケ－ション」
と「エンタ－テインメント」をあわせて、かつて、
私がつくった造語で、“ミュージアム・リレー”は、
まさに「ミュージアム・エデユテインメント」です。
立地条件を活かし、ゆるやかなつながりを基本と

して、様々な種類のミュージアムがその特色をだし
ながら自発的に実施している“ミュージアム・リレ
ー”は、「移動型の生きている大きな博物館」です。
全国的にも大変珍しく、注目されているネットワー
ク活動の一つとなっております。
これからも皆様のご支援とご協力をお願い申しあ

げ、簡単ではございますが、挨拶といたします。
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挨　拶
JMMA顧問
WESKAMS 特別顧問

濱田　隆士
皆様、こんにちは。昨日は台風 7号がこの小田原
に上陸ということで、本日の開催を心配しておりま
したが、台風一過の晴天に恵まれ、嬉しく思ってお
ります。
“ミュージアム・リレー”が、第120走（回）、10
周年ということで、驚くべき継続で感動しておりま
す。こうしたことは長く続けることが非常に大事で、
それには大変な努力と多くの方の協力がないと駄目
で、一度の中断もなく続けられてこられましたこと
は本当に素晴らしいことです。
私どもの学会も第50走及び第100走達成記念事業
に共催した他に、過去には「早春の箱根にて、美術
館のCS戦略を学ぶ」と題した部会の研修会も開催
させていただきました。
また、この神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡
会の事務局を担当している奥野花代子さんの論文『地
域博物館ネットワ－ク運用の一形態～ミュージアム・
リレーの2年間より～』に第1回学会賞を授与（2000
年 3 月）しました。
今回の“ミュージアム・リレー”10周年記念事業
につきましても、学会の会則第 3条の「ミュージア
ム・マネージメントに関する研究及び情報交換を通
じて、国内外のミュージアムの発展を図る」という
目的に沿うもので、学会の活動としても連携を深め
る良い機会となっており、共催できましたことを喜
んでおります。
最近のミュージアムの活動も多様で、現在、博物
館法の改正を含めて新しい博物館制度のあり方が検
討されています。一般の方々のミュージアムへ寄せ
る期待も大きいです。
こうした“ミュージアム・リレー”がますます続
けられますよう祈念し、皆様方にもご支援をお願い
し、簡単ですが、日本ミュージアム・マネージメン
ト学会関東支部としてのご挨拶とさせていただきま
す。どうもありがとうございました。

開会挨拶
JMMA関東支部
支部長 倉本　昌昭



ご紹介にあずかりました星槎学園高等部湘南校の
校長代行の結城と申します。“ミュージアム・リレ
ー”がめでたく120回を数え10周年を迎えられたこ
とのお喜びとお祝いを申し上げます。
本校は、リレースタートの年に開校し、体験学習
を重視するという方針に合致したこともあり、第 1
回から参加させて頂く幸運に恵まれ、ほぼ毎回参加
させて頂いたことになります。この間、連絡会加盟
の皆様には、格別のご配慮を頂くと共に、優れた美
術品・工芸品、そして貴重な歴史資料を分かりやす
く、懇切丁寧な解説付きでご提示頂き、またとない
出会いの空間を演出して頂きました。辛抱の効かな
い最近の高校生ですので、さぞやご迷惑をおかけし
たことと思いますが、加盟各施設の寛容な対応にこ
の場を借りて感謝とお礼を申し上げます。

さて、星槎学園高等部湘南校ですが、不登校経験
者を始め、LD等様々な生徒層を抱えてインクルー
ジョン教育を目指している学校です。これまで、常
に生徒を中心に置き、生徒に寄り添った「心温かい
教育」をという特色を大切にしながら、二宮の里に
10年の足跡を刻んで参りました。また、学校の創設
者である宮澤会長が掲げた教育理念に「人を認める」
「排除しない」、そして、「仲間を作る」という大切な
三つの言葉がありますが、それを着実に定着してき
た10年でもあると思っています。地域の皆さんの暖
かいまなざしは勿論ですが、地道な教育活動の中で、
湘南校という学校の存在が長い時間の中で理解され
てきているところだと思っています。

ところで、このような本校の生徒達は“ミュージ
アム・リレー”をどのように受け取ってきたのでし
ょうか。確かに始めの頃は、学校から与えられた体
験授業の一環ということで、義務として付き従って
きたものもおりましたが、卒業生の次のコメントに
みられるように、様々な捉え返しをしております。
Ａ　人に対する思いやりの気持ちを学んだ。
Ｂ　積極的に家事の手伝いをするようになった。
Ｃ　本当に素晴らしいものには人を惹きつける何
かがある。

Ｄ　様々な体験にチャレンジするのもリレーの魅
力の一つ。

Ｅ　今まで見たものは、今の私の作り出すものだ
けではなく、私自身を支えている。伊藤若冲、
彼の作品と向き合ったとき思わず息を呑んだ。

Ｆ　自分から行動し、集中してものごとを学ぶこ
とにより自分を前向きにしてくれる効果がある。

Ｇ　芸術はよく分かりませんが、避けて通るのは
もったいない。

Ｈ　作品の感想を言ったり、友人としゃべりなが
ら楽しく作品を鑑賞したい。

Ｉ　暇なときに行ってみようかなと思うようにな
った。

Ｊ　高校の 3年間の思い出が、より明るく、にぎ
やかで内容の濃いものへとなっていくだろう。

このように、展示物の見学をはじめ、講話や体験
学習、意見交換などの交流の場面を通して、コミュ
ニケーションの糸口を見つけるだけでなく、3年間
の高校生活に何らかのインパクトを与える契機とし
て受け止めているようです。

以上、教育活動の一環としての“ミュージアム・
リレー”の成果は計り知れないものがございますが、
連絡会の皆様には様々な場面で大変お世話になって
参りました。湘南校のゼミや同好会に講師を派遣し
ていただき、学習支援にもご協力いただきましたの
もその一つです。
今後は、日常の教科指導や特別活動等、学校行事

全体の中でどう位置づけていくのか、教育活動にお
ける様々な課題を整理しながら“ミュージアム・リ
レー”に関わらせていただければと思っております。
最後になりましたが、お忙しい中ご列席いただき

ましたご来賓の皆様、ありがとうございました。今
後とも連絡会加盟の皆様を始め、地域の皆様に育ま
れながら、よりよい学校作りに邁進して参りますの
でよろしくお願い申し上げます。
以上、簡単ですが、お礼とお祝いの言葉とさせて

いただきます。本日はおめでとうございます。あり
がとうございました。
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挨　拶
星槎学園高等部湘南校
校長代行 結城　卓彦



“ミュージアム・リレー”が120回を数え、また10
周年を迎えられたことをお祝い申し上げます。この
“ミュージアム・リレー”には、私の先輩にあたる 1
期生から、現在 1学年の11期生まで参加させて頂い
ています。第 1回からほぼ毎回参加させて頂き、本
当に感謝しております。
現在 3年の私は、入学してからほぼ毎回参加させ
て頂いています。毎回何かを見たり、作ったり、い
ろいろなことが経験できたと思います。これをきっ
かけに美術館などに興味を抱くようにもなりました。
以前の私は、体を動かすことにしか興味がなく、何
かをジーっと見ることはどちらかというと嫌いでし
た。ですから、正直なところ入学当時は“ミュージ
アム・リレー”に参加することに、喜びを感じるこ
となどありませんでした。でも、参加し続けている
うちに「何かを作るのって楽しい！面白い！」「何か
を見るのって凄い！見ているだけなのに癒される！」
などと感じるようになったのです。それからは毎回
参加するのが楽しみになりました。
星槎学園高等部湘南校では、他の学校にはない授
業や行事がたくさん行われています。どれも、皆に
興味や希望を与えるものばかりです。例えば、No. 1
ゼミという授業が週 1で行われています。それぞれ
に好きなことができる授業です。この時間に先生に
調理を教えてもらっていた生徒もいます。その生徒
は調理師になりたいと思い、調理の専門学校に進学
をしました。湘南校は、このように自分が何をやり
たいのか見つけられるチャンスが豊富な学校だと私
は思っています。“ミュージアム・リレー”は湘南校
にとってかかせない行事のひとつだと思っています。
なぜなら、これも皆に希望や何らかの目標を与える
と思うからです。きっと“ミュージアム・リレー”
に参加して、自分のやりたいことを見つけた人も居
ると思います。これからも皆に希望や目標を与える
存在のひとつであってほしいです。
残りわずかな高校生活。私たち 3年は、“ミュージ
アム・リレー”に参加することはもうないかもしれ
ません。ですが、3年だけでなく生徒は他にもたく
さんいます。私が卒業する来年には新入生も入って
きます。これからも私の母校となる星槎学園高等部
湘南校を何卒よろしくお願いいたします。

私からは以上になります。最後に、神奈川県西部
地域ミュージアムズ連絡会のみな様、本当におめで
とうございます。ありがとうございました。
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星槎学園高等部湘南校
在校生代表

3年 松
まつ

日楽
ひ ら

美幸

結城校長代行と松日楽さん

お二人のご挨拶の後、結城卓彦先生から濱田隆士特

別顧問に、生徒さんを代表して松日楽美幸さんから神

奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会加盟館園に感謝

状が送られ、代表して神奈川県立生命の星・地球博物

館の斎藤靖二館長が受け取りました。

感謝状の贈呈風景



本日は、“ミュージアム・リレー”10周年並びに
120走、誠におめでとうございます。ただ今ご紹介
にあずかりました栗原と申します。私の肩書きは、
御覧のように漢字ばかり27文字も並んでいる大変長
いもので、これから行政説明を始めます、なんてこ
とになると、いきなり皆さん舟を漕ぎ始めることに
なるのではないかと思いますが、今日は肩書きを外
させていただき、少し楽しい話をしたいと思います。
このポストは博物館行政を担当するところで、7月
1日に就任したばかりなのですが、実は私が文部省
に入省以来ねらっていたポストなのです。ちょうど
今、博物館法改正に向けた検討が進んでおり、何も
この忙しい時に就任しなくても、とも思うのですが、
やはり博物館学をちょっとかじった者であれば日本
の博物館法は問題が多いと考えない人はいないと思
うので、その絶好のチャンスを与えられたことに感
謝して、日本の博物館行政の充実のために取り組み
たいと思っています。と、一応決意表明をしました
が、今日はそんな話はしません。
先ほど星槎学園のお話がございましたが、思い起
こせば私が博物館めぐりを始めるようになったのも
中学生の頃であったかと思います。夏休みに博物館
を 5 館だか10館訪問せよ、という宿題が出されて、
「ぴあ」か何かを参考にしながら博物館を訪問し、以
来病みつきになってしまったわけです。多ければい
いというわけでもないのですが、現在国内約4, 100
館、アメリカ約1, 600館、その他諸外国あわせて500
館くらいを訪問しており、“ミュージアム・フリー
ク”を自称しています。まあ、俗にいう“博物館お
たく”ですね。中学生の頃から、“ミュージアム・リ
レー”という素晴らしい機会を与えられている皆さ
んの中から、将来さらなる“ミュージアム・フリー
ク”が生まれることを期待したいと思います。“ミュ
ージアム・リレー”がここまで続いているのも、濱
田先生というよき先導者と、奥野先生というよき実
践者がおったればこそと思います。深く敬意を表し
たいと思います。

新しいミュージアムのトレンド

さて、言い古されたことではありますが、以前は

「博物館行き」という言葉があったように、博物館と
いうのはなんとなくカビ臭いところ、使われなくな
ったものをしまっておく場所、あるいはどこかお高
くとまったところ、お勉強する場所、というイメー
ジがあったのですが―今でも依然としてそういう博
物館があるのは事実ですが―、最近はずいぶんと雰
囲気が変わってきて、多種多様な博物館や美術館が
作られ、利用されるようになったと思います。動物
園でも同じで、以前は、人は一生のうちに三回動物
園に行く、つまり子どもの時と、親になって子どもを
連れて、そしておじいさんになって孫を連れて、な
んて揶揄されたものですが、最近では結構カップル
が訪れるデート・スポットになっていたり、旭山動
物園のように全国から観光客が訪れる園館も出始め
ています。その象徴的な例が、雑誌の特集に見るこ
とができます。以前は、「芸術新潮」や「ぴあ」など
の情報誌くらいでしかミュージアムの特集を組まな
かったのが、最近は「OZ magazine」や「BRUTUS」、
「Casa」、「男の隠れ家」、「日経おとなのOFF」など、
老若男女を対象にした様々な雑誌が特集を組むよう
になりました。「散歩の達人」（2005年 8 月号）に至
っては、付箋だらけであるのを見てもわかるように、
私が行ったことのないかなりマニアックなミュージ
アムまで紹介しており、実にジェラシーを感じさせ
てくれる一冊でした。読む人がいなければ特集なん
て組みませんから、今はそれだけ様々な方がミュー
ジアムに関心をもっている、ということです。逆に
言えば、それだけ多くの人がミュージアムに関する
情報に接する機
会が増えている
とも言え、まさ
に時代は大きく
変わりつつある
と思います。た
だし、こうした
新しいミュージ
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〈記念講演〉

ミュージアムにおけるエンジョイメント
JMMA会員
文部科学省生涯学習政策局社会教育課
地域学習活動推進室長 栗原　祐司

講演する栗原さん



アムのトレンドの変化に博物館人、つまり当事者が
十分に対応できているかと言うと、必ずしもそうで
はないというのが、現在の日本の博物館が抱えてい
る大きな問題なのではないでしょうか。

「エンジョイ！」

私はアメリカのミュージアムも数多く見学してき
ましたが、日本との最大の違いは、アメリカのミュ
ージアムは、地域住民が自分たちが作り上げた自分
たちのミュージアムだ、という気概と誇りを持って
いるということです。これは国家の成り立ちの違い
にもよるものですが、地域住民に対するサービスと
いう点でも彼我の差はあまりに大きいと感じました。
もう一つは、あるシンポジウムで申し上げたことが
あるのですが、アメリカの特に動物園や水族館では
入口で「エンジョイ！」と言われることが多かった
ことにショックを受けました。要は「楽しんでね！」
ということなのですが、日本の博物館・美術館はも
ちろん、動物園や水族館でそんなことを言われたこ
とは一度もありません。せいぜい「ごゆっくりどう
ぞ」くらいでしょうか。
この「エンジョイ」、実は国際博物館会議（ICOM）
規約でもはっきりと謳っており、博物館を「社会と
その発展に貢献するため、人間とその環境に関する
物的資料を研究、教育及び楽しみの目的のために、
取得、保存、伝達、展示する公開の非営利的常設機
関」と定義しています。日本の博物館法では「レク
リエーション等に資する」という言葉があって、少々
違う意味で捉えられている面もあると思うのですが、
これまで来館者サービスというものがあまり重要視
されてこなかったように思います。これは、ミュー
ジアムのマネージメントにもつながる話であり、来
館者がミュージアムを後にした時に、「ああ、楽しか
った」と思うか、「ああ、疲れた」とつぶやくかは大
きな違いだと思います。私も思いがけない資料が展
示してあったりすると、思わずじっくり見てしまい、
帰る頃にはくたくたになっていることがあるのです
が、それは非常に心地よい疲れで、「ああ、来てよか
った」とか「また来ようかな」などと思うものです。
この「また来ようかな」と思わせることが、ミュー
ジアムのマネージメントのミソです。どんなにすば
らしいコレクションがあっても、どんなに優れた研
究成果があがったとしても、それはミュージアムの
機能の一部しかないわけで、すばらしいコレクショ
ンとすばらしい研究成果を、来館者が満足いくよう
にわかりやすく提供し、知的好奇心を満足させる。

これこそが究極の「エンジョイ」ではないかと思い
ます。これは福岡のマリンワールド海の中道の企画
展「美肌コレクション」のチラシですが、なんだか
エステサロンか何かの広告のようですね。実際はこ
れも海洋動物の肌の研究成果なのですが、こういう
チラシにすると、何か面白そうで、見に行ってみよ
うかな、という気にさせられます。ミュージアムは
こういう工夫も必要なのだと思います。

ミュージアム・レストランとショップ

さて、時間がないので、話を少し飛躍させます。
来館者がエンジョイすることができ、居心地のいい
ミュージアムであるためには、鑑賞環境だけでなく
様々な付帯施設が整備されていることが求められま
す。その一つがレストランで、最近はミュージアム
のレストランを紹介する本まで出ています。また、
特別展に合わせたメニューを用意するミュージアム
も増えてきました。この近くの「箱根ラリック美術
館」では、ルネ・ラリックが装飾を施したオリエン
ト急行の車内でコーヒーとデザートを楽しむことが
できますが、こうしたそこでしか楽しむことのでき
ないミュージアムと一体となった、あるいは作品鑑
賞の余韻を楽しみながらゆっくりできる空間が必要
とされているのです。
ミュージアム・ショップも同じです。ミュージア

ム・グッズは、ミュージアムの感動体験を家に持っ
て帰りたいという欲求をかなえてくれるものであり、
その発想はご利益を持ち帰りたいというお寺や神社
のお守りに通じるものがあります。それも、どこに
でも売っているものではなく、そこでしか売ってい
ないオリジナルであれば、なお一層ありがたみが増
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大します。ミュージアム・グッズに関しても、最近
はいろいろな本が出されており、世界中のミュージ
アムのグッズを見ることができますが、へたな土産
品よりはこうしたミュージアム・グッズを買って帰
った方がよっぽど喜ばれるのではないかと思います。
私は、ミュージアムを訪問した際に必ずミュージ
アム・ショップをチェックすることにしており、目
新しいグッズを見かけた場合は買うようにしていた
ら、塵も積もればということで、かなりのミュージ
アム・グッズ・コレクションを形成してしまいまし
た。今日はそのうちのいくつかをダンボール箱 3箱
に詰めて持ってきましたので、ご紹介したいと思い
ます。なお、グッズをそのまま大事に保存できれば
いいのですが、残念ながらそこまで金持ちではない
ので、いずれも日頃から身につけ、大いに活用して
います。そのため、だいぶよれよれになってしまっ
ているものもありますが、その点はご了承願います。

身の回りのミュージアム・グッズ

例えば、このネクタイは、ロンドンの大英博物館
のロゼッタ・ストーンをモチーフしたものですが、
これ以外にもたくさんあります。これはメトロポリ
タン美術館です。これは台湾の国立故宮博物院、韓
国の国立中央博物館、フロリダのサルバドール・ダ
リ美術館、ロサンゼルス・カウンティ美術館、国立
科学博物館、東京国立博物館、埼玉のジョン・レノ
ンミュージアム等々…。ネクタイピンもミュージア
ム・グッズにしたいところですが、今日は日本野鳥
の会オリジナ
ルのヤマセミ
のネクタイピ
ンにしてしま
いました。
このワイシ
ャツは、ニュ
ーヨークにあ
るフランクリン・ルーズベルト大統領図書館＆博物
館のグッズです。ワイシャツのミュージアム・グッ
ズの例はそれほど多くないのですが、ポロシャツや
Tシャツなら山ほどあります。アメリカの国立動物
園、シカゴのフィールド自然史博物館、フロリダ水
族館、バレーボールの殿堂博物館、ホッケーの殿堂
博物館等々…。
この大阪市立自然史博物館のTシャツは秀逸で、
虫偏の漢字が並んでいます。さすがにこれは着る気
にならなかったので、ビニール袋に入れたままにな

っています。ア
ロハシャツもあ
ります。これは
ハワイのビショ
ップ・ミュージ
アムのオリジナ
ルで、図柄にミ
ュージアムの建
物が描かれています。
それから、今日の時計は、スミソニアンのグッズ

で、1996年に創立150周年を記念して作られたプレ
ミアムものです。美術館ではアートな時計も結構売
られているのですが、高い割にはあまり実用的では
ないので、ほとんど持っていません。靴下は香川県・
直島の地中美術館のものがありますが、見えにくい
ためか大人用に売られている例はあまり多くないよ
うに思います。下着も同じですね。本当は、こうい
うテーマでお話しするときは、頭のてっぺんからつ
ま先までミュージアム・グッズで固めたかったので
すが、なかなか難しいようです。
さて、いろいろしゃべっていたら、暑くなってき

たのでハンカチを取り出します。もちろん、これも
ミュージアム・グッズです。これはこの近くの星の
王子さまミュージアムのものです。ロンドンのヴィ
クトリア＆アルバート美術館のウィリアム・モリス
デザインのハンカチは私のお気に入りです。この他
にも、ポーラ美術館、マリー・ローランサン美術館、
池田満寿夫美術館、岡本太郎記念館、九州国立博物
館、明治大学博物館、横浜美術館、江戸東京博物館、
名古屋港水族館等々いろいろあります。深川江戸資
料館のハンカチは凝っていて、江戸時代の古地図に、
資料館の場所を明示
しています。
ハンカチでは汗が

十分ぬぐえないの
で、タオルを取り出
しますと、これもま
たたくさんありま
す。東京藝術大学美
術館、日本サッカー
ミュージアム、葉祥
明美術館、石ノ森章
太郎ふるさと記念
館、日本新聞博物館、
到津の森公園…。バ
スタオルもあります
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が、これは矢口高雄さんの「釣りキチ三平」が描か
れています。矢口さんのふるさと、秋田県横手市に
ある「増田まんが美術館」で買ったものです。
最近は、手拭の売り上げがいいそうです。長谷川
町子美術館のサザエさん手拭はなかなか味があると
思いませんか。このほか、北九州市にある松本清張
記念館、越前ガニミュージアム、東京都写真美術館、
記念館三笠、最近オープンした横須賀美術館でもい
いデザインの手拭を出しています。
メガネを拭こうと思ったら、このメガネケースは
モネの睡蓮をモチーフにしたものです。メガネ・ク
リーナーは、大和銀行貨幣資料館のもので、目黒寄
生虫館のようなストラップ・タイプのものもありま
す。残念ながらメガネそのものはミュージアム・グ
ッズではありません。
携帯を拭こうと思ったら、ロダンの「考える人」
をモチーフにした携帯クリーナーを使います。国立
西洋美術館のオリジナル・グッズです。ストラップ
も、今は森美術館のものをつけていますが、国立西
洋美術館の「考える人」、東京藝術大学美術館の高橋
由一の「鮭」、千葉市動物公園のレッサーパンダ風太
くんなど、コレクションをモチーフにしたストラッ
プが数多く出されています。私はタバコは吸わない
のですが、ライターもあります。これは仮面ライタ
ー！というわけで、石巻の石ノ森萬画館で買ったも
のです。
ミュージアムを訪問するときには、メモの用意は
欠かせません。まだまだ紫外線がきついので外出す
る際には帽子も必要でしょう。この帽子は、フロリ
ダのエジソンとフォードの別荘のものです。中原中
也記念館では、中也のトレードマークである帽子を
売っています。そういえばアメリカでジョージ・ワ
シントンの帽子を買いましたが、学芸会くらいでし
か使い道がないので置いてきてしまいました。
いろいろものを入れるのには、トート・バッグが
便利です。これは私のお気に入りのボストン美術館
のトート・バッグですが、アメリカのいくつかのミ

ュージアムで「いいバッグね」と話しかけられまし
た。これはワシントンD. C. のフィリップ・コレク
ションのものです。「America’s First Museum of
Modern Art」と書いてあり、アーティストの名前が
並んでいます。これは大原美術館で、こちらは国立台
湾博物館。国立西洋美術館のこれはレアものです。何
の変哲もない黒いトート・バッグですが、ロゴのス
ペルが「National」ではなく、スペルミスで「Natinal」
となっているのです。気をつけたいものですね。
メモ帳は大阪市立自然史博物館友の会のフィール

ドノートと福島県文化財センター白河館まほろんの
ものを愛用しています。シャープペンは国立西洋美
術館と名古屋ボストン美術館、ボールペンはウィー
ンのレオポルド美術館、ミルウォーキー動物園等々、
家には何本もあります。使う気になりませんが、
MoMAの消しゴムもあります。東京都写真美術館の
ポストイットもしゃれています。丸い箱に入った国
立国際美術館のポストイットもなかなかいいです。
資料を入れるのにクリアファイルも必要ですが、こ
れも気がつけば数十枚集まってしまいました。定規
を使うのなら、岸田劉生の麗子像を描いた大原美術
館のオリジナル定規は、麗子の扇子が動きます。こ
れは大英博物館、これは台湾の故宮博物院、これは
ロンドンのチルドレンズ・ミュージアム、ユーレイ
カ！の定規です。
メモをとったら、データを記録しなければなりま

せん。その時は金沢21世紀美術館オリジナルのUSB
に保存しましょう。美術館を上から眺めた円形のデ
ザインが描いてあります。おそらく蓑前館長のアイ
ディアなんでしょうけど、これをショップで見たと
き、「ここまでやるか」と思いました。もちろん、マ
ウスパットもミュージアム・グッズです。香りを楽
しみたいなら、ガーデン・ミュージアム比叡のオリ
ジナル・ルームフレグランスをシュッシュと。

食べられるミュージアム・グッズ

旅行をしたら、ご近所の方におみやげを配るため
に、饅頭を買わなくてはなりません。そういうわけ
で、最近はオリジナルのデザインを施した食品を置
くミュージアムも増えてきました。長崎歴史文化博
物館には、オリジナル・デザインのカステラが置い
てあります。トヨタ博物館は、なぜかオリジナル・
ビーフカレーを売っています。博物館と言っていい
かどうか微妙ですが、横濱カレーミュージアムでも
オリジナルのカレーを売っていました。大原美術館
では、所蔵作品をモチーフにした「タヒチのカレー」

JMMA 会報 No.46 Vol.12 No.3

―　　―11



と「バニュー村のハッシュドビーフ」を売っていま
したが、先日訪問したら、カレーの方は売り切れて
おり、既に生産中止になってしまったそうです。
これは長崎県美術館のゴーフルです。閉館してし
まった松江のルイス・C・ティファニー庭園美術館
のゴーフルもあります。三鷹の森ジブリ美術館のク
ッキー、市原ぞうの国のチョコクランチバー、沖縄
美ら海水族館のチョコクッキー、スミソニアンのミ
ント…。いずれも中身は食べてしまいました。
アメも定番で、これは九州国立博物館のサクマド
ロップスです。島根県立古代出雲博物館は、オリジ
ナル・フィギュアのおまけつきです。なかなか商売
がうまいですね。島根県立美術館は、宍道湖の夕焼
けをデザインしたアメを売っていますが、時間が経
つにつれてデザインが崩れていくのが残念ですね。
名古屋市美術館でもモディリアーニの女性を描いた
飴を売っていますが、ほおっておいたらだんだん目
がたれてきて、モディリアーニの面影がなくなって
しまいました。
これはブリジストン美術館のコーヒーです。この
お茶は、あいだみつを美術館と地中美術館。この紅
茶は、イギリスのキューガーデン。お酒だってあり
ます。これは京都の月桂冠酒造が運営している大倉
記念館のオリジナル酒ボトル。これは岐阜の博石館
オリジナル・ビールです。これは厳密にはミュージ
アム・グッズではありませんが、境港の水木しげる
記念館で売っていた妖怪コーヒー。「ねずみ男汁」な
ど 6種類あります。まあ、オリジナルといっても要
はラベルだけなんですが、なんとなくうれしいです
よね。これらを飲むときは、もちろんミュージアム・
グッズのコップやグラスを使います。コースターも
ミュージアム・グッズです。スプーンもそうです。
ついでに言えば、最近ミュージアム・レストラン
として一流のレストランの支店が設置される例が多
いのですが、私に言わせれば、それは“ミュージア
ムにあるレストラン”というだけで、“ミュージアム
のレストラン”とはいえません。やはり、コレクシ
ョンや特別展等にあわせたメニューや、そのミュー
ジアムにふさわしい装飾等が必要です。ミュージア
ム・フリークとしては、ぜひミュージアムのロゴ入
りのものがほしいのです。
例えば、これは先ほどこの生命の星・地球博物館
のレストランでお昼をいただいた際に入手したもの
ですが、箸入れ袋にしっかり名前がはいっています。
これです。これが大事なのです。多摩動物園や国立
民族学博物館などでも入っていました。それから、

これはシュガーで
すが、メトロポリ
タン美術館、これ
は故宮博物院、こ
れは箱根ラリック
美術館、いずれも
ロゴマークが入っ
ています。紙ナプ
キンもあります。
これはデンバー動
物園、国立故宮博
物院、ケネディ・
スペース・センタ
ー、フロリダのデ
ィズニー・ワール
ドのものです。これはとっとり花回廊のおしぼりで
す。これは大原美術館の隣の喫茶エルグレコのスト
ロー袋。そういう意味では、ここ箱根にあるポーラ
美術館のレストランは、すばらしいですね。ランチ
ョンマット、紙ナプキン、シュガー、おしぼり、箸
入れ袋のすべてにロゴマークが入っています。一回
利用しただけで、一気に 5つもコレクションが増え
てしまいました。まあ、ちょっとこの話はディープ
に入りすぎました。
石鹸もあります。これはサイパン熱帯植物園のコ

コナッツ・オイル・ソープで、実際に植物園で栽培
しているヤシの実から作った石鹸だそうです。日本
語で書いてあるところがにくいですね。石岡と袖ヶ
浦にあるダチョウ王国のオーストリット・ソープは、
ダチョウの油の石鹸です。
まだまだあります。これは長崎県美術館のオリジ

ナルCDです。実際に会場でBGMとして流れてい
て、その音楽を自宅で聞いたら名画を思い出す、な
んてのはいいですね。これは、山梨県立科学館のプ
ラネタリウムで投影しているオリジナル番組のサウ
ンドトラックのCDです。これらのCDを持ち歩く
際は、星の王子さまミュージアムのCDケースとか、
韓国の国立扶餘博物館の軒瓦をデザインしたケース
も魅力的です。
ぬいぐるみもいろいろあります。これは東京国立

博物館の埴輪のぬいぐるみ。戦国時代の東洋医学書
「針聞書」に出てくる虫をモチーフにした 7種類のぬ
いぐるみは、まさに九博にしかありません。これは
三内丸山遺跡のマスコット「さんまる」。この茶色い
オランダ木靴を履いたミッフィー（日本では「うさ
子ちゃん」の呼び名の方がなじみがあるかもしれま
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せん）のぬいぐるみは、ハウステンボス限定のオリ
ジナルです。ディック・ブルーナー氏が来日した際
に許可を得て作ったものだそうです。
これはアメリカの野鳥の会のような自然保護団体
であるオーデュボン協会で買った私の好きなゴール
ド・フィンチのぬいぐるみです。ここを押すと鳴き
ます。これはカーディナルで、同じく首や体をふっ
て鳴きます。これはオオカミ保護団体に寄付しても
らったオオカミのぬいぐるみで、遠吠えします。こ
れは雲仙岳災害記念館のキャラクター・マスコット
「溶岩くん」で、引っ張ると、ブルブルブルと振動し
ます。
アメリカではホール・オブ・フェイム、日本語で

「殿堂」博物館を少し調べたのですが、これは野球の
殿堂のバット、サッカーの殿堂やフットボールの殿
堂、ゴルフの殿堂のボール、バスケットボールの殿
堂のぬいぐるみ等々、いろいろあります。

オリジナルのグッズをつくる

有料ですが、ミュージアムでしか撮れない写真と
いうのもあります。まあ、プリクラのようなもので
すが、これがなかなかいい記念になります。葛飾柴
又寅さん記念館では、寅さんと記念写真を撮りまし
た。美空ひばり記念館や石原裕次郎記念館でも同じ
ことをやっています。アメリカではNASAで宇宙飛
行士になりました。これはフロリダのケネディ宇宙
センター、これはヒューストンのジョンソン宇宙セ
ンターです。これは、ミシガン州バトルクリークの

ケロッグ・シリアル・シティで作った私の顔写真入
のコーンフレークです。日本でも、例えば日清食品
のインスタントラーメン発明記念館で、自分でデザ
インを書いたカップに麺を充填してラップしてくれ
ますが、企業系のミュージアムはこういう試みがも
っとあってもいいと思いますね。
それから、時々、文化財に落書きをしたとか情け

ない話が報道されますが、そんなことをしないで、
寄附をして堂々と名前を残せばいいと思うのです。
例えば、これは実際にカリフォルニア州ロングビー
チのパシフィック水族館の床に貼ってあるドネーシ
ョン・プレートと同じものですが、わずか100ドル
程度の寄附金で自分の好きな言葉や名前を刻むこと
ができるのです。私はこれ以外にもアメリカのいく
つかのミュージアムに名前を刻んできましたが、こ
れは寄附金を集める上でも実にうまい方法だと思い
ます。日本でも、例えばこれはよこはま動物園ズー
ラシアのアニマル・ペアレントとして寄付した際に、
その動物のところにプレートが掲示されます。残念
ながら一年間という期限つきです。
アメリカでは、寄附をすると、実に立派な感謝状

をくれます。今日はそのいくつかを持ってきました
が、とてもデザインフルで、見ているだけで楽しく
なります。誉められていやがる人間はいませんから、
こういう立派なものをいただいてしまうと、また寄
付しようかな、という気になってしまうわけです。
ある意味、私なんか外国人でありながら、いいカモ
であったと思うのですが、アメリカのミュージアム
に少しでも貢献したと思うと、悪い気はしません。
よけいなことですが、日本では博物館に寄附をして
も、極めて事務的な領収証が送られてくるだけの場
合が多く、あまりインセンティブがわきません。ま
あ、寄附そのものがそういう見返りを求めるもので
はないと、言われてしまえばそのとおりなのですが、
寄附を受けた側は、やはり感謝の気持ちを精一杯あ
らわすに越したことはないと思うのですが、いかが
でしょうか。例えば、これは某動物園のアニマル・
サポーターとして寄附をして送られてきたものです
が、「サポーター資金預り書兼履行引き受け書」と、
実に味気ないもので、正直がっかりしました。まあ、
お役所の場合仕方ないのかもしれませんが。寄附大
国アメリカとの差はまだまだ大きいですね。

ミュージアム・サービスとミュージアム・グッズ

以上、いろいろ述べてきましたが、いかに私がミ
ュージアムをエンジョイしているかおわかりいただ
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けたかと思います。ただ、誤解しないでいただきた
いのは、ミュージアムは決してレジャーランドやア
ミューズメント施設ではないということで、ただ遊
んで楽しむだけだったら遊園地に行けばいいという
ことになります。ミュージアムの楽しみは、やはり
知的な興奮でなければならない。新しいことを発見
し知的好奇心を満足させてくれる喜び、今まで知ら
なかった、わからなかったことを知って理解する喜
び、美しいものを鑑賞したり、五感を満足させてく
れるような体験ができる嬉しさ、こういったものが
ないと、ミュージアムをエンジョイしたとは言えな
いと思います。ミュージアム・グッズだって、ただ
単にアイディア商品だというだけではなく、あくま
でも博物館活動の延長線上として捉えなければいけ
ないと思います。先ほども述べたように、ミュージ
アム・グッズはミュージアムの感動を持ち帰ること
に意義があるわけですから、どのコレクションをど
のように活用し、どのようにデザインするのかとい
うのは、まさに学芸員の仕事でもあると思うのです。
日頃の研究成果を紀要等だけでなく、展示やワーク
ショップ、ミュージアム・グッズ等に生かすことは、
すばらしいサービスの提供になると思うのです。こ
れこそミュージアム・サービスの神髄ではないでし
ょうか。悪しき経済効率優先主義の風潮の中で、業
務の外部委託化の推進が叫ばれたりしていますが、
私はミュージアム・ショップやレストランは、直営
でなくとも、学芸員なり職員がグッズやメニューの
企画に関わって、そのミュージアムのコンセプトに
ふさわしいものを作り上げていかなければいけない
と思います。逆に言えば、ミュージアム・グッズは
それだけ無限の可能性を秘めているというわけで、
私のミュージアムをエンジョイする旅路は永遠に続
きます。ミュージアムは、それこそ上は天文、下は
地理、森羅万象ありとあらゆるものが対象となりま
すから、その楽しみ方は無限の広がりがあり、つき
つめれば偉大な学者にも、哲学者にだってなれると
思います。ぜひ、皆さんも、多様なミュージアム体
験を通じて、偉大なる哲学者になっていただきたい
と思います。
なんだか最後はとりとめのない話になりましたが、
以上で私の話を終わります。ご静聴どうもありがと
うございました。

＊この文章及び写真は、当日の講演を基に、お忙し
い中、栗原先生ご自身が執筆及び撮影してくださ
いました。
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当日、参加された同教育学部教育行政学コースの

岡庭俊和さんと宮田佳織さんが以下のとおりまとめ

てくださいましたので、講演録とします。

鈴木眞理准教授による記念講演「学ばないこと・
学ぶこと 博物館の魅力」は、次のような流れで話
が進んだ。

1．はじめに
2．「生涯学習」を考えること
3．学歴社会と生涯学習社会
4．博物館で学ぶということ

この講演は、記念講演会のテーマ「ミュージアム
の魅力～ミュージアムをより楽しむために～」への
ひとつの視座として、「生涯学習」の立場から、博物
館の魅力について語られた。
はじめに、身近なエピソードを交えながら、現代

社会では「わかる」ということが重視される傾向に
あるが、わかったつもりになっているだけで、実際
には表面的な理解ばかりになっていて、本当にわか
っていることにはならないのではないか、という話
がなされ、本質的な理解の重要性を指摘した。
続いて、「生涯学習」ということばを考えるにあた

り、いくつかの例をあげ、生涯学習の考え方の普及
により、様々な世代の人びとが学習に参加するよう
になった一方で、その概念が資格・検定の取得とい
うことに矮小化されているのではないかと指摘をし
た。そして、本来、生涯学習とは「生涯のいつでも、
自由に学習機会を選択して学ぶこと」という考え方
であり、生涯学習社会とは「生涯学習の成果が、社
会において、適切に評価されるような社会」である
と説明した。
その上で、博物館で学ぶということについて考え

るにあたり、まず、博物館は社会教育施設であり、
生涯学習社会において重要な学習機会のひとつにな
っていることを示した。つまり、「教育」とは教える
人と教わる人が存在し、教える人には教わる人を「よ
く」しようという意図がある営みであることから、

〈記念講演〉

学ばないこと・学ぶこと
博物館の魅力

JMMA理事
東京大学・大学院教育学研究科・教育学部

准教授 鈴木　眞理



専門的職員である学芸員がいて、見学者（来館者）
を「よく」しようという意図を持って展示等の活動
を行なっている博物館は、まさに教育を行っている、
ということである。
さらに、博物館にやって来るのは、子どもから高
齢者までのあらゆる年齢層であり、性別・職業・社
会的立場もそれぞれであること、また、博物館にや
って来る理由を、例えばひとことで「展示の見学」
と言ったときにも、純粋に新しい知識を身につける
ことに意義を見出す人もいれば、家族や友人との時
間を楽しむことに意義を見出す人もいる、といった
ように、博物館にはさまざまな学習者が存在するこ
とを示した。そして、このような利用者の多様性を
考えたときにも、幅広い学習者を視野に入れて企画
された展示に加えて、博物館の行う講演会や観察会、
体験学習会、共同調査研究などさまざまな教育普及
活動は、さまざまな学習の特性をもつ人びとの生涯
にわたる学習の支援に対応しうるものであると指摘
し、生涯学習社会といわれる今日の社会において、
博物館のもつ魅力を示唆して講演は終わった。

以上のような講演の内容を踏まえ、私たちの感想
を“ミュージアム・リレー”の活動に即して述べた
い。
講演では、博物館をとらえる視点として、展示さ
れている資料を見学する施設という従来のものとは
異なる視点が紹介された。つまり、博物館にやって
来る人びとの多様性を指摘し、その館の資料を見学
するためだけではなく、講演で紹介されたようなさ
まざまな目的があるのであり、その目的に対応する
よう、さまざまな学習活動を提供する仕組みを持っ
ている、という視点である。
このような観点から見ると、博物館同士のまとま
りであるWESKAMSは、一館で活動するより、より

多様な学習機会を提供しているといえる。その実践
例として、今回の講演会のタイトルでもある“ミュ
ージアム・リレー”の継続がある。WESKAMSに参
加する博物館が持ち回りで開催する“ミュージアム・
リレー”では、講演会、特別展・企画展の解説、ギ
ャラリートークばかりでなく、季節に合わせた自然
観察会や寄木細工の製作などの体験活動などが実施
されており、大変多様な学習機会が提供されている。
これほどの学習機会はどれほど規模の大きい博物館
でも一館で提供することはできない。自然・歴史・
美術などさまざまな博物館の参加するWESKAMSだ
からこそできることであり、WESKAMSは互いに連
携することで、それぞれの博物館の魅力をより高め
られてきたといえよう。
また、“ミュージアム・リレー”が10年間途切れ

ることなく続いてきたことは長年にわたり、来館者
に学習機会を提供してきたという点でWESKAMSの
活動の意義といえよう。記念講演会で挨拶された星
槎学園湘南校では“ミュージアム・リレー”に第 1
走から継続して参加しており、10年間で延べ数千人
の生徒に学習機会を提供してきたことはその実例と
いえる。
このような“ミュージアム・リレー”の活動が今

後も継続され、より多くの人びとに、より多様な学
習機会が提供されていくことが生涯学習社会におけ
る博物館の魅力をより高めていくことになるだろう。
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講演する鈴木さん

鈴木氏の著書



神奈川県西部から静岡県にかけての地域には、い
くつもの楽しい美術館・博物館・郷土資料館・植物
園がある。お互いの連携を深めようと、50館が参加し
てミュージアム連絡会（West Kanagawa Museums：
WESKAMS）がつくられ、その協調活動の一環とし
て、館園持ち回りで「ミュージアム・リレー」を続
けて10年に至っている。このように、いろいろな文
化施設が集まっているのは、この地域の魅力ある自
然・風土・歴史が多くの人達の心をなごませてくれ
るからであろう。このことは、古くから火山の景観
と温泉で知られ、いまでは富士箱根伊豆国立公園と
して年間数千万人をこえる国内でもっとも多い利用
者が訪れて楽しんでいることからも理解される。
地震が頻発し火山が噴火する変動帯・日本列島は、
太平洋・フィリピン海・ユーラシア・オホーツクの
4つものプレートがぶつかり合っている収束境界に
あたっており、さらにプレート境界が陸上にあらわ
れていることからも世界から注目されている地帯で
ある。なかでも、神奈川西部から静岡にかけての日
本列島中央部の南部フォッサマグナと呼ばれる一帯
は、本州に伊豆－小笠原弧が南方から移動してきて
衝突し、本州側を大きく八の字型に屈曲させている
ユニークな多重衝突地帯として有名である。
ここの美術館や博物館などが建っている土地を、

地質学的な長い眼でみると、そこには遥か遠い昔か
らの時間が記録されていることがわかる。南部フォ
ッサマグナには、およそ1, 500万年前に御坂山地が、
約800万年前には丹沢山地が、さらに150万年前頃に
は伊豆地塊が衝突して付加しており、将来いつかわ
からないが伊豆諸島がのっている銭州海嶺が衝突し
てくるのであろう。このような基盤の上に、65万年
前頃から箱根火山が形成され、約10万年前には富士
山が誕生し、その後何度も噴火して、現在は宝永噴
火300周年をむかえている。私たちが住んでいる今
の地勢は、このようにして形成されてきたものであ
る。
こうした地球科学的な背景から地震災害が心配さ
れているが、それは私たちの生活時間というよりも、
地球の営みの時間単位でみなすべきものである。中

央防災会議の資料（2004年）などから明らかなよう
に、この地域を襲った近年の巨大地震は元禄地震と
関東地震である。それらが起こった活動期の数10年
以外は、200年をこえる長い静穏期が続いていて、現
在もそのなかにあるといわれる。地震への備えは必
要であるが、壊滅的な地震はしょっちゅうくるもの
ではないらしい。自然災害は瞬間的な事件であって、
復興しなければならないが、自然の恵みは永遠なも
のである。自然の恵みの大事さを教えながら、子ど
もたちへ、未来へ、人類の文化活動を伝えていくの
が美術館・博物館の活動で、この地域はその意味で
とても面白いところである。
この地をつくっている岩石のほとんどが火山岩で

あるが、それもまた日本の歴史をつくってきた。上
杉謙信や武田信玄の攻撃を退けた後北條氏の小田原
城、豊臣秀吉が小田原征伐のときに築城した総石垣
の城・石垣山一夜城、これら堅固な石垣は箱根火山
の溶岩でつくられた。秀吉の命で小田原城を攻め落
とした徳川家康は、関東六州を与えられ、太田道灌
が築城してやがて後北條氏のものであった小さな江
戸城を、全国の大名を動員して大増築を行うことに
なったが、そのときに用いられた石材も真鶴半島や
伊豆半島東海岸の石切丁場から切り出された火山岩
であった。それはおそらく小田原城攻略時の経験に
もとづくものであったろう。何千艘もの船で運ばれ
たこの地の火山岩は、その後長く続く江戸時代を支
えたといえる。また、奈良時代から知られた箱根の
温泉は、小田原城から江戸城へ移り変わる歴史のな
かで全国的に有名になった。自然とともに、美術館・
博物館の魅力を未来へ長く伝えていきたいと願う。
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〈記念講演〉

富士・箱根・伊豆の魅力とミュージアム
神奈川県立生命の星・地球博物館

館長 斎藤　靖二

星槎学園湘南校からの感謝状に喜ぶ斎藤館長



ただいまご紹介いただきました箱根ガラスの森の
館長の岩田でございます。
神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会を代表し
て、閉会の挨拶をさせていただきます。
いま、3人の講師の話をおうかがいし、感激して

おります。
栗原先生からは、男のファッションは、ミュージ
アム・グッズで揃えられるというヒントをいただき
ました。とくに、研究成果を活かして、博物館独自
のグッズを販売したり、来館者が楽しめる方法を工
夫することが大事である、とのご指摘やご提案をい
ただきました。
鈴木先生からは、博物館や美術館は、楽しく学習
できる場として、楽しみながらいつのまにか、勉強
している、というユーモアを交えた、お話をいただ
きました。このことはミュージアムの真髄でありま
して、その中に心のこもったサービスが大事である、
それが生涯学習ではないか、というヒントをいただ
きました。
斎藤館長は、大陸移動や日本列島の生い立ちを美
しい映像でご紹介くださいました。また、最近、地
震が心配されているが、その可能性は少なく、それ
よりも、子どもたちに自然の面白さを伝えることが
重要であるとのご提案をいただきました。
私は二宮に住んでおりますが、昨日の台風で、二
宮海岸の際を走る西湘バイパスの道路が削られ、通
行できなくなりました。永年の間に、海岸線が変わ
ってきているのですね。
斎藤館長は、この西部地域はプレートの境界に位
置し、世界的にも稀な地域で、この地域を基点に、
真近に研究できる素晴らしさを感じているとのこと
でしたが、私にとりましては、落ち着かず、心配で
すが・・・（笑）。
お忙しいなか、ご講演くださいました 3人の講師
のお話は、ミュージアムを利用なされる皆様におか
れましても、ミュージアムを運営する私どもにとり
ましても、大変示唆に富んだ内容であったと思いま
す。本日のお話しを今後の“ミュージアム・リレー”
に活かしていきたいと、関係者一同、感じておりま
す。

この事業に共催してくださいました日本ミュージ
アム・マネージメント学会関東支部と実践部門の皆
様、ご後援くださいました神奈川県博物館協会さま、
神奈川県立生命の星・地球博物館の友の会の皆様、
神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会の事務局を
お引きうけいただいている神奈川県立生命の星・地
球博物館の皆様、そして、この会をたちあげてくだ
さいました初代館長の濱田隆士先生、第 1 走（回）
からご参加いただいている星槎学園湘南校さまに、
心から感謝申しあげます。
また、この記念行事を開催するにあたり、菅井委

員長はじめ協力を申し出てくれた方々の皆様のご尽
力につきましても深くお礼申しあげます。
今後とも、このミュージアム・ネットワーク活動

をさらに意義のあるものとして、継続するよう努め
ていきたいと考えておりますので、皆様のご支援、
ご協力をお願いいたしまして、閉会の挨拶とさせて
いただきます。
長時間にわたり、ご静聴いただきまして、誠にあ

りがとうございました。
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閉会挨拶
箱根ガラスの森
館長 岩田　正崔

挨拶する岩田館長



“ミュージアム・リレー”10周年記念関連行事
～ミュージアムと歴史遺産～の一環として、9 月 9
日、箱根湯本の金湯山早雲寺を訪ねた。ここは、戦
国時代の武将、北条早雲の菩提寺として知られる関
東屈指の名刹である。湯本駅から徒歩で約20分、湯
本富士屋ホテル裏山の早雲公園に接する閑静な位置
にあるが、山門は旧東海道（旧街道）に接する。

当日、ご住職の千代田紹禎師（箱根町文化財保護
委員）の解説で、早雲寺の歴史や文化財について学
ぶ。幸運なことに、庫裏の広間の床には、連歌師宗
祇の座像（土佐光起筆）と宗祇騎馬像（伝狩野永納
筆）の二点が並んで飾られており、机には、松尾芭
蕉の師、北村季吟の「宗祇二百年忌詩歌集」が展示
されていた。ともに早雲寺の寺宝であり、通常は拝
見できないものである。数日前に、季吟の子孫の方
にお見せしたという説明があり、私たちのために、
そのまま展示して置いて下さったようである。冒頭
から、早雲寺の文化の奥深さと同時に、住職の心遣
いを体感する。
ここで、千代田住職から、まず宗祇終焉の地とし
ての話、次いで小田原攻めの時に秀吉の本陣となっ
た話、茶道史上有名な山上宗二（利休の高弟）惨殺
事件のこと、朝鮮通信使の手になる山門の扁額（金
湯山）のことなど、早雲寺の歴史的な事項について
の説明を拝聴する。そのあと、本堂（方丈）へ移動
し、山水図・竜虎図など有名な襖絵群や、伝北条幻
庵作という枯山水の石庭の解説を聞く。

●早雲寺の歴史

早雲寺は、大永元年（1521）、2代氏綱により北条
早雲の菩提寺として創建された。3代氏康治世当時
の境内は、紫野の本寺を模したという七堂伽藍を備
えた本坊と、氏綱の菩提所など十数の塔頭が林立し、
一時は、関東における臨済宗大徳寺派の中本山とし
て、鎌倉の名刹をしのぐ、関東随一の大禅刹として
発展していた。今日でも、往時の隆盛は、様々な記
録や残された書画・文物などから偲ぶことが出来る。
しかし、天正18年（1590）、5 代北条氏直治世の
時、豊臣秀吉による小田原攻めの拠点（本陣）とな
る。石垣山一夜城が完成し小田原城が落城すると、
早雲寺はそのほとんどを焼失する。
江戸時代に入り、中興の祖といわれる菊径和尚等

の努力により小田原藩の公認を得、焼失から37年後
の寛永 4 年（1627）、早雲寺本堂客殿（方丈）が上
棟され、早雲寺の復興がなる。現在の方丈は、宝暦
八年の火災後に再建されたとされるが、襖絵や石庭
などは復興時の江戸時代初期の遺構である。

●連歌師宗祇

旅の詩人といわれる宗祇は、文亀2年（1502）、終
の棲家と定めていた越後を出発し、美濃への旅に向
かった。富士山を見たいという宗祇に、駿河へ戻る
弟子の宗長らが同行した。その途中の 7月30日、箱
根湯本で病のため逝去する。遺骸は、富士山の見え
る裾野の桃園定輪寺に葬られた。時に82歳であった。
早雲寺の宗祇墓は供養塔であるが、そこは宗祇終焉
の地と伝えられる、かつての観音堂があった所とさ
れている。なお、その墓の手前には、江戸時代の俳
人祇空の墓がある。芭蕉門下其角の弟子で、宗祇を
敬愛するあまり、ここに庵を立て、晩年を宗祇の墓
守として過ごしたという。

●早雲寺の文化財

国・県指定の重文など絵画・工芸品・書状等が多
くあるが、主な物は次のものである
○北条早雲像――国指定の重文である。絹本淡彩で
描かれた画像で、早雲庵宗瑞と称した剃髪後の早
雲像である。他に、県指定重文の 2代氏綱、3 代
氏康像を含む北条 5代の像、墨画淡彩機婦図、枇
杷小禽図など多数の絵画がある。

○客殿の襖絵――客殿（方丈）には桃山文化をしの
ばせる38面の襖絵があり県指定の重文である。
特に、中央「室中の間」の、16面の襖いっぱいに

描かれた龍と虎が相対峙し、まさに戦わんとする瞬
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金湯山早雲寺の歴史と文化

“ミュージアム・リレー”10周年記念実行委員長
箱根町郷土資料館元館長
WESKAMS協力者

菅井　清登

枯山水庭園を案内する千代田師



間の勇壮な姿の絵は、迫力万点である。
手前の「檀那の間」には、遠山と池、水鳥の遊ぶ
のどかな田園風景を描いた山水画 4面、奥の枯山水
の庭に面した「衣鉢の間（上間）」には、乱世を避け
商山に隠れ住む老人を描いた，中国の「商山四皓図」
6面がある。いずれも、作者・年代は不詳であるが、
江戸時代初期の狩野派の流れを汲む画家のものとの
説もある。
○織物張文台と硯箱――連歌の会席に用いられたも
ので、国指定重文である。文台は、各所に数多く
残っているが、蒔絵を施したものがほとんどで、
織物を張った物はこの 1点のみという貴重なもの
である。なお織物は硯箱にも張ってあり、早雲寺
裂と呼ぶ独特の名物裂が使われている。
また、他の工芸品としては、金の平蒔絵で芹の絵
が描かれている「芹碗」が有名である。
○枯山水石庭――北条幻庵（早雲の三男）作と伝え
られている。鶴亀の石組や中央の滝石組の豪快さ
は、江戸初期の大名庭園を思わせる遺構であり、
禅宗の借景式庭園の特徴をもつ石庭でもある。
石庭の借景となったその裏山は、早雲寺林と呼ば
れていて、シイ・カシ・スダジイなどの照葉樹が繁
茂し、箱根町指定天然記念物ヒメハルゼミの神奈川
県内唯一の生息地でもある。

●境内の見所

枯山水石庭の裏側に開山堂があり、その手前に宗
祇と祇空の墓がある。北条 5代の墓はその奥、階段
を上った一角の一段高い閑静な場所にあり、早雲寺
を訪ねる人の多くが立ち寄る場所でもある。

本堂の入口には、紅白の梅、しだれ桜が植えられ
ていて、その中に宗祇句碑（世にふるも　さらに時
雨の　宿りかな）が建つ。更に、ヒメハルゼミを世
に知らしめた歌人・並木秋人の碑（あかときと　な
くひぐらしに　さきかけて　天に流らふ　勤行蝉の
こえ）、がある。1匹が鳴くと一斉に鳴きだす習性が
あり、読経のように聞こえるの意味から、勤行蝉と
もいう。

中門の左手に、一夜城で秀吉が使ったとされる梵
鐘と山上宗二の追善碑が並んでいる。山上宗二は、
千利休の高弟で、秀吉の茶頭をつとめたこともあっ
たが、自負心の強い性格が嫌われて畿内を放逐され、
諸国放浪して後、北条氏に身を寄せていた。小田原
攻めに際し、許されて再び秀吉と対面するが、早雲
寺での茶会の折にまたも勘気に触れ、惨殺された。
碑は、近年建立されたもので、宗二追善茶会等も行
われていた。早雲寺は、まさに歴史と文化の香りに
満ちあふれた、ミュージアムそのものであった。
また、早雲寺の本堂（客殿）は、通常拝観謝絶と

なっており、立ち入ることは出来ないが、7月 2 週
の日曜日の「ヒメハルゼミの声を聞く会」の一日と、
11月 3 日文化の日の文化財デーの 2日間は開放され
る。この日は、解説つきで襖絵等の文化財が拝観で
きる。
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北条5代の墓の前で

宗祇の墓を見学



箱根町立郷土資料館は、箱根の考古・歴史・民俗
資料を収集・保管し、教育的配慮のもとに展示公開
して、町民の文化の向上等に資することを目的に、
昭和58年 7 月に開館した人文系の登録博物館で、以
下の事業を柱に活動を展開しています。

資料収集事業…箱根山の歴史、文化に関する資

料を、町内外を問わず収集する。

寄贈・寄託による資料の収集はもとより、古書市
などにも足を運び、箱根関係資料の購入に努めてま
いりました。しかし近年は、財政状況の制約などか
ら、購入資料については限度があり、積極的収集を
図ることができないという残念な状況となっていま
す。

資料保存事業…収集した資料の保存に万全を期

し、後世に伝えていく。

当館の根幹となる事業です。館の建設計画が立て
られた当初は、地域の歴史的財産を収蔵する「庫」
を造ることが第一の目的でした。したがって、当館
の心臓部にあたる収蔵庫は、資料の品質別に 4室に
分かれ、それぞれ独立した収蔵環境を維持できるよ
うになっており、工作室や荷捌室など資料保存を目
的とした部屋を含めた総面積は、延床面積の26％に
あたります。しかし、開館24年を経過した現在、特
に民具収蔵庫の容量が限界に近く、新たな収蔵スペ
ースの確保が急務となってきています。

調査研究事業…箱根に関する考古・歴史・民俗

各資料の調査研究を行う。

「街道」「温泉」「生活」という基本テーマを設定
し、関連の文献・資料解題や石仏・石塔類の調査を
実施しています。これら調査の結果は、調査報告書
として発刊し、さらに展示開催や教育普及活動に反
映させ、多くの方々に紹介することを心掛けていま
す。

教育普及活動…各種展示の開催のほか、必要な

刊行事業、研究会、講習会を教育的配慮のもと

に実施する。

まず展示室は、博物館と来館者を結ぶ最初のステ

ージ、「出会いの場」であると考えています。当館に
は、200m2の常設展示室と、100m2ほどの企画展示室
があります。常設展示のテーマは「道」。箱根を通る
3本の道（「箱根八里」「湯治の道」「生活の道」）に
沿って、江戸時代から明治・大正期にいたる箱根の
歴史を紹介しています。
企画展は、開館以来39本の箱根に因んだ展示を

開催してきました。近年では、小中学校における地
域学習に資することを主旨とした企画展（平成17年
度「草《わらじ》鞋」展、平成18年度「HAKONE
1956…50年前の箱根」展）を開催し、これを「学習
支援展」と位置付けています。また、郷土資料館の
諸活動を写真パネルなどで報告する「アクティヴ・
ディスプレーコーナー」や、紙紐で 5 cmほどのわら
じを作る「Workshop ミニわらじを作ろう」も常置
して、静的な展示からの脱却を企図しています。
次に当館の特色として、体験学習活動を紹介しま

す。現在箱根町には 5校の公立小学校があり（平成
20年度に 3 校に統合）、全校の 6 年生は、毎年手作
りのわらじを履いて、箱根八里の石畳を歩いていま
す。当館では、わらじの材料提供や製作指導、体験
歩行時の案内など、全面的に支援しています。この
ような活動の中から、子どもたちの「わらじ」に関
する疑問・質問を集約し、展示という形で表現した
ものが、前述の学習支援展「草《わらじ》鞋」です。
これは、一つの博学連携（協働）の形といえるので
はないでしょうか。
以上簡単に当館の活動概要について述べてきまし

たが、ここ数年博物館をとりまく状況は決して楽な
ものではありません。このような中で、地域に根ざ
し、箱根にとって必要欠くべからざる施設であると
いう認識を持って頂けるよう、充実した活動の展開
に尽力していかなければならないと考えています。
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箱根町立郷土資料館の概要
箱根町立郷土資料館
館長 大和田 公一

説明する大和田館長
1 

2

3

4



ミュージアム（博物館）が社会教育施設であると
の認識は、「教育基本法」や「社会教育法」を持ち出
すまでもないことなのだが、生活者にとっては、実
は意外と「教育施設」であるとの認識が薄いのでは
ないだろうか。社会教育施設といえば、図書館や公
民館が共に並べられるのだが、教育施設としての認
識度は、図書館や公民館に比べ博物館の方は低いよ
うに思われる。特に、観光地に立地する博物館は、
地域社会における教育・学習施設として、地域住民
に受け止められ、日常的に利用されているようには
思われない。地元住民にとっては、博物館のコレク
ションやコンテンツが、自分たちの歴史や存在を証
明する重要なアイデンティティであることを理解し
ていない場合が多い。人間に例えるならば、すぐ身
近の祖父や祖母、両親、兄弟、姉妹等の存在を認識
するに近い“無頓着さ”があるようだ。つまり、あ
まりにも当たり前な存在ゆえに、その価値に疎くな
ってしまうのではなかろうか。
こうした身近なものへの接し方を、親身になって
教授してくれる存在が、「歴史遺産」ではないだろう
か。その貴重な価値に気づかされる以前に、すでに
自己の縄張りのものとして、日常化してしまってい
るものを、改めて棚卸しをして、その価値を検証す
るという行為がもたらしてくれる「歴史遺産」への
気づきは、自己のアイデンティティの形成に、とて
もよい影響をもたらせてくれる。自己をはじめ、周
りの多くのもの、すなわち人間関係はもとより、見
慣れた山野や建造物等が、大切な意味を持つもので
あるとの認識は、同時に自分たちの存在をも貴重な
ものとして、捉えられる視点をもつことにも繋がっ
ていく。
このような意味で、私たちが今日の午前に訪問し
た「早雲寺」での歴史遺産体験は、多くの示唆を与
えるものであった。当寺には連歌師宗祇の墓がある
ことから、たまたま訪れたこの日に宗祇関連の資料
が公開されていたことも幸運だった。北条五代の菩
提寺としても、貴重な遺構や文化財が遺されており、
千代田住職の案内による襖絵や枯山水庭園等の説明
には深く感銘を受けた。やはり、本物の文化との対

峙は、心身のカタルシスを促す特別な効力があるよ
うに感じられた。
現在、博物館の世界では、「博物館法」の改正問題

に関連して博物館登録制度や学芸員の養成制度等が
問題視されているが、このような現場における利用
者へのサービスやもてなしのあり方など、現場の発
想を重視した視点での改善策が論点に上がっていな
いことに、不安を感じた。わが国の代表的な観光地
の一つである「箱根」の博物館としては、一見地味
に映る「郷土資料館」も、博物館界では人材面でも
またコレクション面でも十分な評価がなされている
ものの、こうした評価が人員体制や予算編成に反映
しないように感じられるのは、地域コミュニティで
の理解や支持が、われわれ博物館界の思いや評価と
の間の差に原因があるのだろう。自分及び自己の周
りの人々の繋がりをはじめ、自然や歴史の遺産の価
値に気づく“学び”から、外来者を魅了する資源開
発の基本があるわけで、その“学び”を先導する中
核のコミュニティセンターとしての役割こそが、地
域の博物館に求められているのではないだろうか。
博物館の改革を「会議室」ではなく、「現場」から

見据えることの大切さを改めて知ることの出来た貴
重な“ミュージアム・リレー”の 2日間であった。
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〈講演〉

ミュージアムから見た観光客誘致と
歴史遺産

JMMA常任理事・事務局長
実践部門部会長

高橋　信裕

講演する高橋実践部門部会長（2日目）

懇親会場で挨拶する高橋事務局長



私達は大学で経営評価のゼミに所属しており、「ミ
ュージアムと都市再生」という研究テーマの下、「箱
根町におけるミュージアムを用いた地域再生」とい
う仮説に基づいた調査、研究を行いました。
1．ブランド限界の箱根とミュージアムの可能性

箱根と聞いて思い浮ぶ言葉は何だろうか。今回、
我々ミュージアム研究班が現地に赴いてアンケート
調査を行ったところ、「箱根のイメージは？」という
質問に対し、多い順に「温泉」21％、「景観・自然」
14％、「芦ノ湖」10％という結果となった。なるほ
ど、もともと土地に備わっているコンテンツが箱根
のイメージの大半を形成していることが分かる。裏
を返せば、箱根が今日まで自然物に頼って、観光産
業を盛り立てていたということだ。
しかし、ここ近年、箱根に訪れる観光客数が減って
きている。「統計はこね」という箱根町のウェブサイ
トによると、平成14年から17年までに箱根に訪れる
観光客総数は年平均 1％減少している。これは当然
年間の箱根観光客による消費額の減少を意味し、そ
の額は年平均13億 2 千 6 百万円の減少であり、特に
平成17年度は過去最低を記録。これまでの箱根ブラ
ンドではもはや限界に達してしまっていると言える。
そんな中、我々は研究テーマである「ミュージア
ム」に着目した。箱根には、ここ10数年の間に、私
立ミュージアムが次々と建設され、現在ではその数、
30以上。特に美術館の数は、全国レベルにおいても、
箱根が17、上野が 4、諏訪が 6、と美術館のイメー
ジが強いと思われる他の観光地域と比較しても圧倒
的な多さだ。しかし、これら美術館のうち、殆どは
企業の税金対策に作られたというのが実情で、各美
術館の意識レベル（外部PRや地元住民との交流、教
育事業などに対する取り組み）は残念ながら低い。
PRに関しては、我々が実施したアンケートでも、「彫
刻の森美術館」を除いて各美術館の知名度はかなり
低い数値にとどまった。また我々の身近にいる一般
学生に「箱根の美術館の問題点は？」という質問を

外部用にアンケート調査を行ったところ、「広報がい
まひとつ」という項目が多かった。しかし、一方で
「箱根のイメージは？」という質問に対し、4 位に
「美術館」が入っていた。これは、個別に名前を挙げ
るほど認識はできていないが、「なんとなく」箱根に
「美術館」というイメージが定着し始めていることを
意味する。
2．プロモーション

具体的にミュージアムを使ってどのようなプロモ
ーション活動ができるのか検討していく。
提案①：箱根総合ミニミュージアム

箱根の美術館に関する最大の問題は「広報」がう
まくできていない点であり、「…この手の美術館は日
本中に散在していて、…住み分けも見えにくい」（ア
ンケート自由記述欄より）とあるように、各館の差
別化がなされていない点だ。そこで我々が提案する
のが、「箱根総合ミニミュージアム」だ。これは箱根
のミュージアム各館がそれぞれコンテンツを持ち寄
り、小田急グループの協力のもと、駅やデパートに
それぞれのブースを設ける、という提案だ。現在箱
根のミュージアムを統括する組織として「箱根プロ
モーションフォーラム」なるものがあり、小田急グ
ループも所属している。この機関は統一チケットの
作成など主にPRに力を入れているが、この企画に
おいては各館と小田急へのパイプ役を担う形となる。
もしも、この企画が「箱根総合ミニミュージアム＠新
宿駅、小田急百貨店」という形で実現すれば、多大
な外部訴求が達成される。また、これにより「箱根
ロマンスカー」や「箱根登山鉄道」を使い箱根へ足
を運ぶ観光客が増えれば、箱根のミュージアムと小
田急グループはステークホルダーの関係となる。
提案②：箱根アーティストバンク

我々がさらに提案したいのが「箱根アーティスト
バンク」構想だ。これの最大の目的は、若手アーテ
ィストの（主に海外）流出を防ぎ、若手アーティス
トを育成することだ。まずは箱根アーティストバン
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事例発表

箱根町への観光振興提案
慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス
上山信一ゼミ
総合政策学部 2年 田村　修己
総合政策学部 4年 堀内　香那
環境情報学部 2年 山高　一雄
総合政策学部 3年 吉田　洋基

事例発表を行う上山ゼミ生



クなるものを用意し、若手アーティストはそこに無
料で登録することが出来る。箱根町や各ミュージア
ム、学校がそれぞれの目的にあった（パブリックア
ート、教育目的ワークショップetc.）アーティスト
を、審査を経て箱根に招待する。そして、アーティ
ストは箱根での活動する数ヶ月の期間、衣食住を旅
館・ホテル・行政・企業からある程度サポートして
もらう代わりに、箱根での活動を通して地域にアー
トという成果物を還元するという相互利益な仕組み
（アート・イン・レジデンス）だ。注目すべきはアー
ティストが箱根で活動することで、箱根の自然や温
泉といったコンテンツからインスピレーションを得
て、箱根アーティストとなることだ。友人に「箱根
アーティスト」がいれば、箱根に足を運ぶ人も増え
るだろうし、箱根における新しい「アートな」ブラ
ンドイメージが確立する。
3．箱根連携ボード

第 2部で示したような提案があっても、個々のプ
レイヤーがきちんと連携、機能しなければこれらは
実現しない。第 3部では、箱根における健全な連携
ボードを探る。
まず、箱根同様にミュージアム群が存在し、連携
体制が進んでいると思われる台東区上野を引き合い
に、箱根と比較する。上野には、ミュージアム統括
組織として、「上野の山文化ゾーン連絡協議会」なる
組織があり、参加団体は上野にあるミュージアムを
中心に23団体あるが、一番の特徴は行政が音頭とり
をし、各団体をまとめていることだ。主な仕事は、
事務所機能、定例会の主催、共同マップの作成や、
東京メトロとの合同企画など様々だが、最も重要な
役割は参加団体同士の橋渡しとして機能するクレジ
ットを有していることだろう。国立ミュージアムの
独立行政法人化により、意識レベルの変化や寄付の
必要性、企業との協賛が促された中、行政が企業、
芸術大学などとの橋渡しとして機能した影響は大き
い。また、行政による「予算」も魅力的だ。
ただし、行政による取りまとめには限界があるの
も事実。あくまで公の機関であるため、全体を平等
に巻き込んだマクロなプロジェクトが中心となるか
らだ。その限界をこえるために、箱根について新た
なる形態の連携ボードのあり方を考えてみた。
第 2部でも少し述べたが、箱根にはミュージアム
を統括する組織として「箱根プロモーションフォー
ラム」がある。前身は私立ミュージアムのみの組織
だったが、次第に規模が大きくなり現在では小田急
グループや行政、宿泊施設、私企業も参加している。

目的は各プレイヤーが相互に連携しながら、具体的
取り組みを展開し、箱根の集客力を高めることなの
だが、箱根の場合、行政が上野の場合とは異なり、
今のところはオブザーバーとしての参加にとどまっ
ている。
もともと、土地の「自然」への依存度が高い。そし
て連携が苦手な体質の箱根観光産業である。行政の
取りまとめは必須だ。勿論、役場の予算は上野の場合
のように潤沢ではない。しかし、外部との機関と連
携をとるときは必ず行政を通しての方が事はスムー
ズに進むだろう。例えば、箱根近辺には（芸術）大学
が皆無だ。そういう連携を図る場合にも行政が窓口
になればスムーズだ。行政が果たす役割は大きい。
結びに

昨今、地域連携が各地で騒がれているが、箱根も
その例に漏れない。観光産業の伸び悩みを打破する
ために箱根は、今こそ潜在的実力を有すミュージア
ム群を有効活用すべきだ。そのことがひいては、箱
根ブランドをも再構築していくことにつながってい
くだろう。

この文章は平成19年 9 月 9 日、“ミュージアム・
リレー”10周年記念行事にて発表した内容から作成
しました。以下に発表会での箱根町観光協会の方を
始めとした多くのミュージアム関係者からのご意見、
ご感想の概要を書き足しておきます。
① 「箱根の実情が良く捉えられた鋭いプレゼンテー
ションだった」（箱根町観光協会）

② 「ミュージアムについてなのか、美術館について
なのかカテゴライズが曖昧だった」（東京大学院
生）

③ 「海外の事例は必ずしも箱根の実情とは合致した
ものではなく、あまり参考にならないのでは」
（千葉教育庁）

以上のようなご意見・ご感想をいただきました。
「ミュージアムと美術館のカテゴライズ」に関して
は正確な定義をしないままプレゼンテーションを進
めたため、混乱を招いたことはこちらの至らないと
ころでした。「海外の事例」に関しては、もっともな
意見で、あくまで参考にする程度、と考えていただ
ければ幸いです。ここにはとても書ききれませんが、
その他多くの、ありがたいご感想・ご意見を頂きま
した。
最後に、イベントの参加を呼びかけてくださった

JMMA常任理事・事務局長の高橋信裕氏にこの場を
借りて感謝の意を表したいと思います。
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はじめに、神奈川県西部地域ミュージアム連絡会
（Weskamus）“ミュージアム・リレー”10周年のお
祝いを祝す。加えて、この記念すべき10周年をさら
に価値ある足跡とするために、記念講演会及び“ミ
ュージアム・リレー”120走事業が成功裏に終了し
たことを御祈念するとともに、その記念すべき場に
同席することができたことを感謝したい。
今回、同記念行事に参加した件に関して、その感
想等を執筆する機会を得たので、当行事の感想と併
せて、いくつかの意見を提起したい。

1．記念すべき10周年記念行事に参加して

平成19年 9 月 8 日（土）、神奈川県立生命の星・地
球博物館において開催された同行事は、午前中に行
われた博物館主催の特別展「ナウマンゾウがいた！
～温暖期の神奈川～」の展示解説会にはじまり、午
後の記念講演会、そして、箱根湯本富士屋ホテルに
場所を移しての懇親夕食会と、正に“ミュージアム・
リレー”を象徴するような“共通の意識を持った人
のリレー（輪）”が作り上げた成果であった。
最初に、菅井清登実行委員長、倉本昌昭JMMA関
東支部長、濱田隆士特別顧問の挨拶を経て、「ミュー
ジアムの魅力～ミュージアムをより楽しむために～」
を統一テーマとした記念講演会が開催された。
講師である文部科学省生涯学習政策局社会教育課
地域学習活動推進室長栗原祐司氏、東京大学大学院
教育学研究科・教育学部准教授鈴木眞理氏、生命の
星・地球博物館長斎藤靖二氏は、同テーマを三者三
様の切り口で展開するとともに、豊富な知識と経験、
独創的かつ学術的な検証、そして何より聴講者の心
を引きつける話術と相まって、3時間という時間を
感じさせない豊かなひとときを提供してくれた。

さあ、“ミュージアムの魅力”と一言で括っても、
その魅力を形成する媒体により、魅力をアピールす
る手法も内容も、さらには必要経費等までも異なっ
てくる。言うに及ばずこの媒体は、学芸員、資料、
展示手法、講座等をはじめ、ミュージアムショップ
（グッズ）、食事（質、価格等）、建物景観、利便性
等々…、非常に多岐に渡る。しかし、共通すること
は、いずれの媒体を介在したとしても、“いかにミュ
ージアムを記憶するか”がキーワードになることで
ある。言い方を変えると、この記憶を形成する“き
っかけづくり”を担うことができるのがこれらの媒
体であるということである。
講演者 3氏は、この“きっかけづくり”の素材と

して、ミュージアムグッズ、学びの不思議と楽しさ、
地域の自然や文化遺産を事例として話を進めた。
当然のことながら、これらは博物館側が持てる能

力を結集して利用者に提供すべき事象であり、それ
を可能にするのが、博物館の専門職である学芸員の
存在であることは自明の理である。

翌 9日（日）は、同行事の関連事業として、名刹早
雲寺、及び、箱根町立郷土資料館を巡り、同資料館
において、JMMA常任理事・事務局長の高橋信裕氏
の特別講演、慶應義塾大学生による「箱根町への観
光振興提案」と題した研究発表があった。
今回のような博物館同士の連携事業を実践する場

合、単に参画施設の見学や講座等に参加するに止ま
らず、地域を象徴する素材（自然や歴史、文化、文
化財、さらには、まちを構成する人間模様）に直接
触れることにより、“地域の再発見”“郷土愛の喚起”
と言った意識の育成に連鎖することが可能となる。
学生による研究発表は、地域の活性化、及び、ま

ちづくり等に関連した事項を、学生、若者という新
しい視点として捉えた内容であり、若干のシミュレ
ーション過程で構成不足の観があったが、データ収
集、その検証等において魅力ある提案であった。
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“ミュージアム・リレー”
10周年記念行事

千葉県教育庁教育振興部文化財課
主任文化財主事 新　　和宏

感謝状に喜ぶ濱田隆士特別顧問

ミュージアムグッズの魅力を紹介する栗原氏



従来、事例として良く提案されていた地域主体の
人材が、地域の魅力を創出する事業展開ではなく、
別の視点（ポジション）からのアプローチというの
が新鮮であり、地域としても一つのたたき台として、
協議していけるのではないかと考える。
千葉県においても、博物館という一つの枠に囲ま
れた狭隘な範疇ではなく、地域（フィールド）全体
を学びの場とするフィールド・ミュージアム事業を
展開している。そして、その基盤にある使命は、正
にこれら素材の利活用と、この利活用により創出さ
れる地域の活性化、加えて、何よりもこうした事業
を展開していく際の、企画側、及び、学ぶ側の意識
喚起の助長と、そのための人材育成である。

2．ミュージアムの魅力を何処に求めるか…

①利用者側から見て…

博物館の利用者は、博物館の何処に魅力を感じる
のだろうか。
前述した各種の媒体をとおして、知的な満足度を
得た時、新しい何かを発見した時、それに感動した
時、その博物館を象徴するようなグッズに出会った
時、博物館自慢のフルコースに至高の味を見つけた
時、憧れの学芸員に会った時？…等々。
つまり、人は日常的な事象とは異なる何かを体感
した時にそのもの自体から魅力を感じ取り、それが
“記憶”へと昇華する。
これらの記憶を誘因することができれば、博物館
の使命は大半成功していると言える。
それでは、何をどう提供すれば良いのか…。
②博物館側から見て…

利用者側の知的要求に対して、発見する喜びと、
感動する喜びを、気づき、考えさせる過程を踏んだ
手法で提供できれば良い。そのためには、博物館側
がその手法を取り入れた事業展開を実践しているか
が重要となる。
博物館側が心がけることは、それらを提供する際

に、少しのきっかけ作りと、気づき、考えるための
アドバイスをするだけで、それ以上の情報提供は行
わないことである。
つまり、情報提供は重要だが、全てを提供するの

ではなく、利用者側に、気づき、考える“間（ま）”
という時間を提供することこそが必要なのである。
この“間”が博物館においてモノと対話することで
あり、何かを発見し、感動を得ることに結びつく。
お気づきのように、我々学芸員は、“知”へのアド
バイザーであり、コーディネーターとしての能力も
併せ持つことが重要なのである。

3．モノと対話するとは？

今回の“ミュージアム・リレー”120走で見学し
た特別展「ナウマンゾウがいた！　～温暖期の神奈
川～」は、藤沢市より発見された一頭のナウマンゾ
ウを主人公に展開していくストーリーであり、その
資料の豊富さはもとより、学術的に裏付けられた研
究成果を基盤とした構成、そしてそれらを知識とし
て伝えていく館側のインストラクター能力、併せて、
展示の工夫も相まって、非常に分かりやすく、地域
を再発見する上でも魅力ある展示であった。

昨今の博物館においては、学芸員の研究成果を史
実や各種データ、及び、その解釈（検証）のみを展
示物として提供するだけではなく、我々を取り巻く
様々な課題・問題等について、博物館としての課題
提起やメッセージ性をストーリーの中に包含するこ
とが期待されている。
そして、今回の展示においても、地球規模で繰り

返される環境問題について、ナウマンゾウを素材と
してアプローチしている。
このように博物館側が設定したテーマについて、

学芸員と利用者が相まみえる時、学芸員の能力とし
て必要不可欠とされる、先のインストラクター能力
をはじめ、インタープリター能力、ファシリテータ
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2日目の事業（早雲寺の見学風景）

“ミュージアム・リレー”第120走
特別展「ナウマンゾウがいた！」を解説する樽学芸員



ー能力が、適時、展開していけることが必要である。
その際、学芸員は、利用者がモノと対話すること
ができるように展開していかなければならない。
利用者はモノ（資料）と対峙し、それが語る言葉
を聞くことにより、気づき、考える“間”を得る。
私は、モノの見せ方について、学生たちに講義す
る際、また、ピアレビューを行う際、この展示の主
人公でもあるゾウを良く素材として取り上げる。多
くの博物館では、同資料の情報を提供する際、解説
文であれ、口頭説明であれ、学名、産出地、時代、
類例・分布、生態等を一様に列記し、解説していく。
しかし、ゾウの骨格で一番重要視すべき点（気づい
てほしい点）について解説している例は極めて少な
い。それは言うまでもなく、特徴的な鼻部の存在で
ある。幼児であってもゾウの絵を描く際、必ず表現
するこの鼻部は、骨格の段階では想像できない部分
である。もし、アフリカゾウ等の現生種が存在して
いなければ、幼児はもとより、古生物学者であって
も、骨格からあの鼻部を復元することは難しい。
であるならば、何故、このような特徴的な部分を

“気づき、考えるためのきっかけ作りの素材”として
活用しないのだろうか。
公用文のように決まり切った解説文で詳細に情報
提供することも展示手法の一つではあるが……、私
なら、次の一文だけの問いかけをしてみたい。
この問いかけ一つでも、充分「きっかけ作り」を演
出することができるはずである。

－
「これはナウマンゾウの全身骨格です。

さあ皆さん、生きているゾウを想像してください。

何か不思議に感じるところはありませんか。」

－
こう問いかけられた見学者は、少なくとも、生き
ているゾウを想像し、脳裏に映像化した現生種と眼

前の骨格を比較する、そして…、と言ったモノを観
察する行為に出る。人により時間の長短はあるが、
この観察こそがモノと対話する“間”であり、多く
のことに“気づく”ことにつながる。
逆に、規定の解説文だけの場合は、次のような課

題を生む。一つは、長文の解説文を敬遠し、読む行
為まで到達しない。今一つは、読む行為に出たとし
ても、その文章を読破したことで満足し、理解した
と錯覚してしまう例である。この場合は最悪で、読
む行為に熱中するばかりに、肝心のモノ（骨格）は
見ていない例が多い。
特に、学校団体の見学方法に関しては、このパタ

ーンに加え、必死になって解説文を写す行為に時間
を費やす。これは学習の手法が筆記による調べ学習
の形式（設問形式のワークシート）になっているか
らであり、必死になって文章を写している子ども達
の様子は博物館で良く見受けられる光景である。
当然、展示の相乗効果を上げるためにも、どちら

かに偏倚するのではなく、解説手法に抑揚を付ける
ことが重要であることは、当学会員であれば御理解
いただけることと考える。
重要なことは、博物館事業が学芸員の研究成果の

公開の一つであるのと同時に、利用者にとっては、
何かを発見し、感動を得る場である、ということを
忘れてはならない。そして、そのためには、博物館
の利用と、モノと対話する手法について、学芸員が
普及・啓発、指導する立場であることも自覚すべき
である。

今回、Weskamus記念行事と、その関連事業に 2
日間参加させていただき、かねてより当連絡会、及
び、その各種事業に興味を持っていた私としては、
事務局はもとより、参加者の皆様と有意義な時間を
共有できたことを喜びとしたい。さらに、Weskamus
の足跡や実績を我が身、我が県にも反映させていき
たいと強く心に刻むことができた。
当論考は、事業の感想と併せて若干の持論展開を

行ったが、紙面の関係もあり、理論不足が免れない
部分もあったことは自覚している。
よって、これらについては、近々、別の紙面をと

おして提言していく計画である。
その際には、博物館関係者、文化財関係者、教育

関係者、関連業者の方々、そして、利用者の方々と、
ぜひ、積極的な議論を展開していけることを期待し
ている。
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娘の描いたゾウの絵（Ayano S）



10年、120回。よくぞここまで来たものである。
2006年 1 月の100走達成記念、そしてこのたびの
10年・120走記念の“ミュージアム・リレー”に立ち
会うことができて一ファンとしてお礼とお祝いを申
し上げる次第である。

神奈川県の県西のミュージアムを中心に緩やかな
連合体WESKAMSが結成されたのはその前にさかの
ぼるそうであるが、結成から間をおかずに始まった
メンバーのミュージアムが持ち回りで行う“ミュー
ジアム・リレー”は一回の休止もなく毎月 1回続け
られてきた。
WESKAMSには会長も存在しなければ会費もない、

といわれているが、創設を主導された神奈川県立生
命の星・地球博物館の初代館長濱田隆士先生の掲げ
られたコンセプト、理念がWESKAMSと“ミュージ
アム・リレー”に今も脈々と継続されているように
見受けられる。
筆者は 7～ 8年まえから“ミュージアム・リレー”

のファンとして、年に数回は参加させていただいて
いる。おかげさまで箱根、小田原を中心としたミュ
ージアム群のかなりの数を制覇することができた。
かつてイベントの専門家を自認していた筆者にと
って、このような地味なイベントが10年も続いてい
るという事実は、まさに驚異的なことにみえる。特
定の専門家に委託して運営しているのではなく、関
係者の手作りの運営であることを見てもしつこいよ
うだがよくぞここまで続いたものだと感嘆するほか
はない。各メンバーの規模にもよるが、毎回のリレ
ーの募集人員は30名から50名程度であり、筆者の参
加した限りでは毎回募集人数を上回った参加者でに
ぎわっている。それに、どういうわけか、前日まで
どんな悪天候であってもイベント当日はいい天気な
のである。参加者が少ないことと、天気が悪いこと
ほどイベント実施者をがっかりさせることはない。
これを見ても“ミュージアム・リレー”はよほど良い
星の下に生まれているな、とうらやましい。
リレー参加ミュージアムと企画内容は、年度当初
に発表され、それぞれのミュージアムは十分に準備
して参加者を迎えている。100回ともなると、多く
のミュージアムが何回もリレーの舞台となっている。

しかし、舞台は同じでも毎回違った企画や切り口で
の解説・見どころを提供してくれるので、同じミュ
ージアムに何度行っても飽きることはない。
筆者のようなすれっからしの半素人はともかく、

ミュージアムを愛してやまない一般オーディエンス
にとって、学芸員のレクチュア付きでの見学などの
特別な鑑賞機会はそれほど多くはない。特に、二宮
町にあるフリースクール星槎学園湘南校の校外学習
として“ミュージアム・リレー”への参加を早くか
ら受け入れ、教育効果に大いに貢献していることは
注目される。10周年記念のセレモニーの中で、星槎
学園湘南校の生徒代表からWESKAMSに感謝状が贈
呈されていたのが印象的である。
言いだしっぺが濱田先生だったこともあり、

WESKAMSの事務局は10年間一貫して神奈川県立生
命の星・地球博物館に置かれている。中心人物は本
会理事でもある同館学芸員の奥野花代子氏がこれも
ずっと続けていらっしゃる。奥野さんは加盟館園の
バリアフリー化対策やボランティア養成、さらには
館運営そのものに対する指導助言などにもかかわら
れているとのこと。そんな訳で「奥野さんに頼まれ
たら嫌とは言えない…」という多くの奥野シンパの
各ミュージアム職員や協力者と呼ばれるOBの各位
がこの10年を実質的に支えてきたと言っていい。
晴れやかな10周年式典と記念講演会、湯本富士屋

ホテルで行われた懇親パーティーも10年間“ミュー
ジアム・リレー”を支え続けてきたメンバーで組織
された実行委員各位の手作りであった。ありがとう
ございました、そしてご苦労様でしたと申し上げる
とともに、今後200走、また20周年に向けてますま
す充実した“ミュージアム・リレー”を提供してくだ
さるようお願い申し上げます。
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10周年記念の“ミュージアム・リレー”
に参加して。

JMMA理事 川津 尚一郎

司会を務める奥野さん
（生花は星槎学園湘南校からのお祝い）



2007年 9 月 8 日（土）、9日（日）の 2日間にわたり、神
奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会（WESKAMS）
主催による“ミュージアム・リレー”10周年記念事
業が開催された。“ミュージアム・リレー”について
は、博物館同士の連携事業の側面や地域住民の生涯
学習の場としての側面から、これまでも様々な形で
紹介されてきた。
さて、筆者に与えられたテーマはいわゆる記念事
業の参加記である。残念ながら初日しか参加できな
かったため、初日の雰囲気だけでもお伝えできれば
と考えている。
初日の記念講演会は、神奈川県立生命の星・地球
博物館のシアターを会場に開催された。定員300名
の会場に満席とは言わないが、若い星槎学園湘南校
の生徒さんから、高齢者まで様々な年代の人々が集
った。参加者の半数以上は、日頃“ミュージアム・
リレー”や地球博物館の活動に参加されている一般
の方々であったように思う。また、受付や会場設営
には、WESKAMS会員館園の有志があたり、この記
念事業を支えた。
菅井実行委員長、倉本JMMA関東支部長の開会挨
拶の後、濱田WESKAMS特別顧問が登壇しWESKAMS
に対する思いが述べられた。そのほとんどは星槎学
園湘南校の生徒さんに向けられたものである。代わ
って、星槎学園湘南校の校長先生と生徒さんが登壇
し、WESKAMS並びに濱田氏に感謝の辞を述べた。
星槎学園湘南校は授業の一環として“ミュージアム・
リレー”を取り入れており、“ミュージアム・リレ
ー”開始当初から生徒たちが参加している。今回、
星槎学園湘南校とWESKAMSはお互いに与え与えら
れる存在であることを改めて確認する機会となった。
引き続き、栗原祐司氏、鈴木眞理氏、斎藤靖二氏
から講演をいただいた。栗原氏は秘蔵？のミュージ
アムグッズコレクションを次々と披露され会場は大
いに沸いた。鈴木氏はその軽妙な語り口が会場をな
ごやかにさせた。斎藤氏はパソコンを駆使され、特
に大陸移動の姿を時系列で紹介された場面では会場

がどよめいた。そもそも、WESKAMSの記念講演会
には常に「ミュージアム・エデュテインメント（博
物館楽修）」というテーマが掲げられているが、今回
の各講演も間違いなく楽しく学べる講演であった。
記念講演会を終え、会場を湯本富士屋ホテルに移

し、関係者による「懇親夕食会」が開かれた。来賓
の小田原市長、箱根町長を含め70名近い方が参加さ
れたと思う。さて、筆者が知る限りこうした場での
参加者全員による自己紹介が恒例となっている。今
回も「夕食懇親会」の時間の大半は自己紹介の時間
である。これもWESKAMSの特徴のひとつと言えな
くもない。こうして、初日の記念事業は楽しくそし
てなごやかに終わりを告げた。
ところで、筆者はこの10年の間、近からず遠から

ずWESKAMSに接し続けてきた。記念すべき10周年
にあたり、何故これまで“ミュージアム・リレー”
が毎月欠かさず継続されてきたのかを私見として記
しておきたい。
まずは、事務局の奥野花代子さんの存在。恐らく

関係者一同異論のないところだろう。次ぎに、地域
の特性を活かした活動である点があげられよう。神
奈川県西部地域は博物館の密集地帯であり、50の館
園が連携し易いのは確かである。また、狭い地域で
活動を展開することは、地域住民の参加を容易にし、
多くのリピーターを生み出してきた。更に、同じ事
業を継続することによるマンネリ化が危惧されるが、
各館園が特別展の開催時期を選んでリレーを実施す
るなど工夫を施すことで、マンネリ化を防ぐ努力を
している点も見逃せないであろう。
そうこうしているうちに紙幅が尽きた。初日の雰

囲気がお伝えできていなければ、それはひとえに筆
者の筆力不足であり、御寛恕を願うばかりである。
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“ミュージアム・リレー”
10周年記念事業に参加して

小田原城天守閣
学芸員 湯浅　　浩

実行委員のメンバー（左端が筆者）



「ミュージアムの魅力」とは何だろう？開館準備中
の博物館に勤める者として、どんな博物館が魅力的
かと考えることは多い。雰囲気がいい、展示がおも
しろい、一緒に行った人と話がはずむ、何か新しい
発見がある、グッズが楽しい…いろいろとあると思
う。今回の記念講演会で、また新しいミュージアム
の魅力が見つかったらいいな、との思いで参加した。
午前中は講演会に先立って、地球博物館で開催中
の特別展「ナウマンゾウがいた！」の展示解説があ
った。これは“ミュージアム・リレー”120走目の
プログラムでもある。講義室で話を聞いてから、展
示室での解説という内容だ。次のリレー先の美術館
の説明の後、学芸員さんの話が始まった。博物館が
標本を収集し、調査・研究してこそできる展示だと
いう話もあった。博物館が何をしているところかを
人々に知ってもらえばなお、その魅力も伝わること
だろう。ナウマンゾウの分布もついて、この展示で
初めて提示したという仮説の紹介もあって、調査・
研究する博物館の姿を感じることができた。
この“ミュージアム・リレー”の第 1走目から、星

槎学園湘南校の生徒たちが続けて参加していること
は、以前から耳にしていた。この日も、十数名の生
徒が参加しており、いかにもその年頃らしく、仲間
どうしで、楽しそうに話をしながら、展示を見てま
わっていた。彼らがミュージアムにいることを自然
体で楽しんでいる様子は印象的だった。
自然体で参加できるというのは、この“ミュージ
アム・リレー”を行なっている各館園にもあてはま
ることかもしれない。「同じ地域のミュージアムで、
新しいミュージアムのあり方を探っていこう」と課
題を共有しつつ、その中でいろいろな試みができる
自由が保証される「ゆるやかさ」が、各館園の魅力
を引き出すことにつながっている。館種や規模、設
立母体も異なる50もの館園が参加してのリレー事業
である。各館園に無理がかかっては、10年も続くの
はむずかしいだろう。博物館関係の学会や会合では、
館種が違う、規模が違うということで、なかなか共

通の課題で話ができず、もどかしく思うこともある。
箱根という観光地を含む、特に多種多様な館園があ
る地域で、共通の課題のもとに事業のネットワーク
が維持されていることはすごいと思ったし、この「ゆ
るやかなつながり」の維持のコツについて、もっと
知りたいなと思った。
午後の講演会では、博物館と利用者の関係につい

て考えさせられる言葉が多かった。「送り手の意図と
受け手がずれてもいいのが社会教育の魅力」という
のもそのひとつだ。博物館の人間として、私たちは
ある意図をもって博物館（展示）をつくる。博物館
が研究していることに関連して「これを伝えたい」
という思いがあるし、それを伝える努力をしてこそ
博物館が存在している意味もあると思う。しかし同
時に、それをどう受け止めるかは利用者によっても、
また同じ人でも時と場合によって違うことも認めて
おかなくてはならない。博物館は、ずれを埋めるこ
とばかりを考えがちだが、それだけが課題ではない。
もう少し「ゆるやかに」考えてもいいのだろう。他
にも、「人と人との交流があって、はじめて教育が成
り立つ」という言葉もあった。人が単なる知識、技
術を伝える媒介として存在するのではなく、人とし
てそこにいることが大切だという意味だったと思う。
博物館が受け手の意図とのずれを受けとめるとき、
そして「人としてそこにいる」ことが出来たとき、
魅力的な博物館が生まれるのではないだろうか。自
分の館ではどんな風にそれが出来るのか、その方法
を具体的に考えていきたいと思った。
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「記念講演会」会場風景

「ゆるやかさ」の魅力 ～“ミュージアム・
リレー”10周年記念行事に参加して～

林原自然科学博物館　展示普及部

井島　真知



神奈川県西部地域ミュージアム連絡会（以下、連
絡会）の主催する“ミュージアム・リレー”10周年
記念行事に参加する機会を得た。この行事は、平成
19年 9 月 8 日（土）・9 日（日）の 2 日にわたって開
催され、8日には神奈川県立生命の星・地球博物館
を会場に講演会が、9日には早雲寺ならびに箱根町
立郷土資料館の見学と慶応義塾大学の学生による研
究発表が、それぞれ実施された。
8日の講演会では、「ミュージアムの魅力 ～ミュ

ージアムをより楽しむために～」というテーマのも
とに、3人の講師からそれぞれ興味深い講演がなさ
れた。講演会の後に開催された、関係者による懇親
会も終始和やかな雰囲気で進行し、有意義な時間を
共有させていただいた。また、会場となった湯本富
士屋ホテルには、参加者の宿泊にも便宜をはかって
いただき、10周年記念に相応しい素晴らしい環境を
提供していただいた。懇親会に参加した方々の顔ぶ
れを拝見していると、設置主体や館種などの別を問
わず、神奈川県の西部地域にあるさまざまな博物館
が連絡会に参加し、連絡会を介して相互に連携して
いる様子が改めてわかった。連絡会の活動目的は、
“ゆるやかなつながりを基本としたネットワークを活
かして、ミュージアムの相互の理解と親交を深め、
市民の生涯学習の支援と地域文化の発展に貢献する
活動を展開する”ことであるという。10年に及ぶ連
絡会の活動の成果が、博物館や博物館に関わる人々
の、まさに“つながり”として着実に根付いている
ことを伺い知ることができる懇親会であった。“ミュ
ージアム・リレー”が持つ事業としての意義は、そ
うした“つながり”を形作る具体的な場として機能
してきたことにも求められるのだと思う。
博物館界で“連携”の必要が喚起されるようにな
ってから久しい。現在の博物館を取り巻く環境には
厳しいものがあるだけに、単館での取り組みの限界
を補完し、さらに多様な活動を展開していく場とし

ての可能性を持った、連絡会のようなアソシエーシ
ョンの持つ意義は今後もさらに増していくのだろう。
また、“ミュージアム・リレー”のこれまでの活動の
様子を伺うと、博物館関係者に限らず、広く地域の
方々からの参加と理解を得ていることにも注目され
る。“評価”といった言葉に象徴されるように、博物
館の活動成果に対する見方に厳しさが増すなかで、
博物館に対する良き理解者を地域に増やしていくこ
とが求められている。こうした観点から、連絡会、
および、“ミュージアム・リレー”の果たしてきた役
割を捉え返していくことも可能なのだろう。
9日には、ご住職の案内のもと、早雲寺を見学し、

寺宝を特別に拝観する機会にも恵まれた。また、箱
根町立郷土資料館の見学の後には、慶応義塾大学の
学生から「箱根町への観光振興提案」と題し、箱根
町の観光振興に博物館が果たす役割とその可能性に
ついて独自の調査結果に基づいた発表がなされた。
博物館関係者に加え、地元の観光協会の方の参加も
得て、発表の後には忌憚のない意見が交わされた。
博物館に興味を持ち、さらには、博物館への就職や、
博物館に関わる研究を志すような学生にとって、実
際に博物館で働く現場の方々から直接意見を伺える
機会はなかなか得難いものに思う。こうした機会が、
ミュージアム・マネージメント学会の理解も得て、
今後一層増えていくことを期待したい。
今回、こうした10周年という節目の行事に共に参

加する機会を得て、関係者の方々のこれまでのご尽
力の大きさに改めて頭の下がる思いになった。ひと
つの事業を10年にもわたって継続させることのご苦
労は傍からは計り知れないものと思う。これまでに
築き上げてきた“つながり”のもとに、今後もこの取
り組みが着実な歩みを進めていくことを期待したい。
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“ミュージアム・リレー”
10周年記念行事に参加して

JMMA会員
東京大学・大学院 教育学研究科
鈴木眞理研究室

大木　真徳

懇親会の風景
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掲示板
「これからの博物館の在り方に関する緊急合同フォーラム―考えよう！博物館の未来―」

の概要報告と特集予告について

高　橋　信　裕（JMMA理事）

博物館に関係する 3学会（日本ミュージアム・マネージメント学会、全日本博物館学会、日本展示学
会）の合同フォーラムが、この12月16日（日）、北ノ丸の「科学技術館」において開催された。3学会の
合同主催によるフォーラムは初めてのことで、テーマは、今年 6月に「これからの博物館の在り方に関
する検討協力者会議」から報告された「新しい時代の博物館制度の在り方について」の提言を受け、
①「21世紀における博物館の在り方」をはじめ、②「博物館登録制度の問題点と対策」、③「大学にお
ける学芸員養成課程の現状と課題」が、重点的に取り上げられた。フォーラムの目的は、博物館に関係
する学会として、課題の理解認識を深め、将来への展望を描くとともに、広く一般会員や市民にも討論
の場を公開し、課題の共有化と深耕を図ることにあった。
基調講演は、わが国の地域の博物館行政を政策面、財務面から深く関わる官庁関係者から、現状と課
題について解説していただいた。講師の岡本全勝氏は、内閣府の現職の官房審議官だが、それ以前には
総務省の総務課長や徳島県、鹿児島県、富山県で財務担当部課長を務められる等、地方行政の現場で文
化（博物館）財源の予算査定等に携わってこられた実質的な地方の行政（今回の場合文化行政）を左右
する立場にあった。氏からは中央政府から地方自治体に出向した官僚の博物館への取り込み姿勢や評価
の仕方が、生々しく報告された。特に、「文化行政がなぜ教育委員会所管でなければならないのか。首
長部局であれば、もっと予算がつくのだが」、といった指摘は、地方自治体での予算編成の権限が首長
に集権されており、人事権も予算編成権も持ちえなくなっている地方自治体の「教育委員会」の非力さ
を鋭く突いたものとして受け止められた。
この後、文部科学省の立場から社会教育課の栗原祐司室長による「今後の博物館制度の在り方」が報
告された。栗原氏は、文科省きっての“博物館事情通”として知られた方で、博物館法に規定されてい
る博物館登録審査と認可事務について、その権限が機関委任事務から自治事務に移行している現状と地
方分権との関係、また同じ社会教育法の下にある図書館法とのバランス（博物館法のみを突出した形で
取り上げられないなど）、博物館法改正へのインセンティブが国会関係者に強く働かない（問題が国民
の生命、財産を脅かすものでもなく、改正への要求にも国民的盛り上がりがないなど）といった理由な
どから、同法の改正は難しいのではないか、との懸念が報告がなされた。
これらの基調講演や報告を受けて、3学会の会長による討論が行われた。
3会長のなかでも、「これからの博物館の在り方に関する検討協力者会議」の委員を務めた全日本博

物館学会長の鷹野光行氏は、生涯学習社会の実現に向け、国家を挙げて取り組もうとしてきている現状
に博物館行政サイドは有効な施策をとろうとしていない、として文科省の取り組み姿勢に失望感を露に
した。
JMMA（日本ミュージアム・マネージメント学会）会長の大堀哲氏は、地方都市における博物館の存
在意義と価値について、博物館を地域経済の活性化に寄与する観光産業のインフラの一つとして位置づ
ける視点を強調し、その政策実現を付託されている首長部局所管の博物館も「登録博物館」に認可され
るべきだとの自説を説いた。また、大学での学芸員養成課程についても、大学教員のレベルの低下を指
摘し、大学そのものの改革も迫られている旨の発言があった。
日本展示学会の端信行会長は、大学での教職コースに博物館活用についての内容が設けられる必要性
について触れ、大学生の博物館体験が現状では、あまりにも貧困であり、大学教育の中で、博物館の利
用法や利便性について、もっと多くを伝え、教員自身に博物館が身近に意識されるようなカリキュラム
の提言がなされた。また、わが国の博物館が欧米の博物館と異なり工作部門を持たない体制に触れ、こ
のことが、わが国の博物館の展示への取り組み姿勢にマイナスに影響していることなどが発言された。
以上、大まかにフォーラムの報告を行ったが、詳細は、次号の会報で特集として会員諸氏に報告する
予定である。近年にない、実質のともなったいいフォーラムであったことを、あらかじめ伝えておきた
い。
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i n f o r m a t i o n
◆文献寄贈のお知らせ
・雄松堂出版『図書目録2007』

・東海大学出版会『海のふしぎ「カルタ」読本』

・文部科学省大臣官房政策課『新しいデジタル文化の創造と発信（報告書）』

・21世紀の科学教育を創造する会『21世紀型科学教育の創造Ⅳ』

・昭和館『昭和館館報　平成18年度』

お詫びと訂正

前号の会報に掲載いたしました事務局の新しい電話番号に誤りがございました。
ご迷惑をおかけしてしまい、誠に申し訳ございませんでした。
謹んでお詫びしますと共に、訂正の告知をさせて頂きます。

JMMA事務局　新電話番号　　03－3521－2932
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新規入会者のご紹介

【個人会員】

高橋　武俊 慶應義塾大学

野呂田純一 （財）かながわ国際交流財団

簗瀬　大輔 群馬県立歴史博物館

【学生会員】

川畑　亮子 立教大学大学院

（五十音順・敬称略）


